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一
　
は
じ
め
に
　
　

　
唐
時
代
の
九
世
紀
頃
、
東
南
ア
ジ
ア
地
域
は
東
西
交
流
が
活
発

に
な
り
、
中
国
陶
磁
に
お
け
る
海
外
へ
の
輸
出
が
増
え
始
め
る
が
、

一
六
世
紀
以
降
、
東
南
ア
ジ
ア
地
域
を
中
心
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
の

接
触
、
交
易
、
植
民
地
化
が
進
む
中
で
さ
ら
に
流
通
量
が
増
加
し
て

い
る
。そ
の
前
段
階
と
し
て
一
五
世
紀
後
半
頃
か
ら
本
格
化
す
る「
大

航
海
」
時
代
が
あ
り
、
ま
た
一
五
世
紀
前
半
に
は
明
の
永
楽
帝
の
時

代
に
鄭
和
の
遠
征
な
ど
海
域
ア
ジ
ア
に
お
け
る
交
易
や
人
、
モ
ノ
の

交
流
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
は
先
行
研
究
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
て

き
た
。
拙
稿
で
は
輸
出
向
け
の
陶
磁
器
が
数
多
く
生
産
さ
れ
た
中
で

も
一
三
世
紀
か
ら
一
四
世
紀
に
注
目
し
、
中
国
東
南
沿
岸
部
に
お
け

る
沈
船
資
料
の
積
み
荷
の
組
成
を
通
し
た
流
通
の
あ
り
方
と
、
東
南

ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
消
費
の
動
向
を
通
し
て
、
各
地
域
に
中
国
陶

磁
の
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
整
理
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　二
　
同
時
代
の
文
献
に
記
載
さ
れ
る
中
国
陶
磁
を
介
し
た
貿
易

　
　
の
相
手
と
陶
瓷
器
の
種
類

　
一
三
世
紀
か
ら
一
四
世
紀
、
中
国
が
国
外
の
国
家
や
地
域
と
行
っ

て
い
た
貿
易
に
関
し
て
、
そ
の
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
か
っ
た
こ
と
は
趙

汝
适
『
諸
蕃
志
』
や
汪
大
淵
の
『
島
夷
志
略
』
の
記
録
に
よ
り
、
よ

く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
福
建
路
の
市
舶
の
提
挙
（
監
督
官
）・

趙
汝
适
『
諸
蕃
志
』（
宝
慶
元
年
〈
一
二
二
五
年
〉）
に
は
、
当
時

　
報
告
二

　
陶
磁
器
か
ら
見
た
海
域
ア
ジ
ア
　

　
　
―
一
三
世
紀
か
ら
一
四
世
紀
の
事
例
を
も
と
に

徳
　
留
　
大
　
輔
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五
六
ヵ
所
に
の
ぼ
る
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
の
国
・
地
域
と
貿
易
を

行
っ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
陶
磁
貿
易
が
行
わ

れ
て
い
た
国
・
地
域
が
一
五
ヵ
所
記
載
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
現
在
の
ベ

ト
ナ
ム
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
イ
ン
ド
、
東
ア
フ
リ
カ
の
タ
ン
ザ
ニ
ア
と
い
っ
た
地
域
で
あ

る
。
こ
の
う
ち
三
つ
の
地
域
に
対
し
て
青
磁
器
（
渤
泥
）、青
白
磁
（
闍

婆
）、白
磁
器（
西
龍
宮
）と
よ
り
具
体
的
に
種
類
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、

青
磁
、青
白
磁
、白
磁
が
商
品
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
と
言
え
る
（
中

国
硅
酸
塩
学
会
一
九
八
二
〈
一
九
九
一
〉、
二
八
一
頁
）。
さ
ら
に
汪

大
淵
『
島
夷
志
略
』（
至
正
九
年
〈
一
三
四
九
年
〉）
で
は
五
〇
ヵ
所

以
上
の
国
・
地
域
へ
中
国
陶
磁
が
輸
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
輸
出
さ
れ
た
陶
磁
器
は
、「
青
磁
（
青
器
を
含
む
）」「
青

白
花
磁
器
」「
青
白
磁
」「
処
州
磁
器
（
処
磁
を
含
む
）」
の
四
種
類
が

あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち「
青
磁
」「
処
州
磁
器
」は
、

龍
泉
窯
（
系
）
青
磁
、「
青
白
磁
」
は
景
徳
鎮
窯
（
系
）
青
白
磁
で

あ
る
こ
と
は
多
く
の
研
究
者
間
で
共
通
見
解
と
な
っ
て
い
る
。「
青

白
花
磁
器
」
に
関
し
て
は
、
刻
劃
花
青
白
磁
と
考
え
る
説
と
青
花
磁

器
で
あ
る
と
の
説
が
あ
る
（
陳
万
里
一
九
五
九
、
中
国
硅
酸
塩
学
会

一
九
八
二
〈
一
九
九
一
〉）。
後
者
で
あ
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
至
正
様
式

の
も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は
至
正
様
式
初
期
（
ま
た
は
そ
れ
以
前
）

の
も
の
を
指
す
の
か
に
つ
い
て
は
未
解
決
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
（
１
）
。

た
だ
し
後
述
す
る
よ
う
に
東
南
・
南
・
西
ア
ジ
ア
地
域
に
お
い
て
至

正
様
式
の
青
花
磁
器
が
出
土
し
て
い
る
事
例
が
増
え
る
に
つ
れ
、『
島

夷
志
略
』
の
中
の
「
青
白
花
碗
」「
青
白
花
器
」
は
景
徳
鎮
窯
青
花

の
製
品
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
少
な
く
と
も
宋
時
代
に
は
青
磁
、
白
磁
、
青
白
磁
、

そ
し
て
元
時
代
の
一
四
世
紀
の
中
頃
に
は
青
花
磁
が
貿
易
陶
瓷
器
の

中
に
加
わ
り
、
ア
ジ
ア
・
東
ア
フ
リ
カ
の
各
地
へ
流
通
し
て
い
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

三
　
中
国
東
南
沿
岸
域
の
沈
船
か
ら
引
揚
げ
ら
れ
た
中
国
陶
磁

　
　
ー
福
建
・
広
東
沿
岸
お
よ
び
西
沙
諸
島

　
先
に
見
た
古
文
献
に
見
ら
れ
る
、
白
磁
、
青
磁
、
青
白
磁
、
青
花
磁

は
東
南
ア
ジ
ア
、
南
ア
ジ
ア
、
西
ア
ジ
ア
へ
輸
出
さ
れ
た
と
い
う
視

点
で
考
え
る
と
、
そ
れ
ら
の
製
品
の
産
地
は
ど
こ
で
あ
れ
、
中
国
国

内
で
集
積
さ
れ
、
最
終
的
に
積
み
出
し
さ
れ
る
港
は
泉
州
や
広
州
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は
中
国
東
南
沿
岸
地
域
の
沈
船
か
ら
引

揚
げ
ら
れ
た
製
品
と
組
成
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
く（
附
図
１･

２
）。

　
福
建
沿
岸
地
域
で
発
見
さ
れ
て
い
る
沈
船
は
大
き
く
福
州
、莆
田
、

泉
州
、
漳
州
の
海
域
で
比
較
的
ま
と
ま
っ
て
確
認
さ
れ
て
い
る(

国

家
文
物
局
水
下
文
化
遺
産
保
護
中
心
等
二
〇
一
七)

。
そ
れ
ぞ
れ
積

み
荷
と
な
っ
て
い
る
主
な
陶
磁
器
の
種
類
は
沈
船
ご
と
に
異
な
る
傾

向
が
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
は
五
代
か
ら
清
代
初
期
ま
で
を
産
地
別
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に
見
る
と
表
１
の
よ
う
に
な
る
。

　
本
論
で
議
論
の
中
心
と
す
る
一
三
世
紀
か
ら
一
四
世
紀
頃
に
着
目

す
る
と
、
北
宋
後
期
か
ら
南
宋
初
期
で
は
龍
泉
窯
青
磁
、
南
宋
か
ら

元
時
代
で
は
龍
泉
窯
青
磁
、
景
徳
鎮
窯
青
白
磁
、
宜
興
窯
の
醤
釉
罐
、

そ
し
て
福
建
地
域
で
焼
造
さ
れ
た
黒
釉
や
倣
龍
泉
窯
青
磁
、
倣
景
徳

鎮
窯
青
白
磁
な
ど
の
製
品
が
主
な
船
の
積
み
荷
で
あ
る
。
つ
ま
り
全

体
的
な
組
成
は
、
先
に
見
た
古
文
献
で
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
陶

磁
器
が
実
際
に
積
み
荷
と
な
っ
て
い
た
と
言
え
る
。
し
か
し
元
青
花

を
積
み
荷
と
し
て
い
た
例
は
福
建
沿
岸
で
は
今
の
と
こ
ろ
は
発
見
さ

れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
沈
船
の
輸
送
の
目
的
や
目
的
地
の
違
い
に
よ

り
積
み
荷
は
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
っ
て
お
り
、
す
べ
て
の
沈
船
が
同
じ

よ
う
な
陶
磁
器
の
組
成
と
は
な
っ
て
い
な
い
こ
と
や
沈
船
の
年
代
に

由
来
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
そ
こ
で
次
ぎ
に
各
報
告
書
の
記
載
を
参

考
に
詳
細
を
見
て
お
き
た
い
。
地
域
ご
と
の
積
み
荷
の
組
成
に
注
目

す
る
た
め
に
海
域
ご
と
に
見
て
い
く
。

（
一
）
福
州
海
域

　
福
州
沿
岸
で
は
平
潭
の
周
辺
を
中
心
に
白
礁
一
号
沈
船
（
定
海
沿

岸
）、
大
練
島
西
南
嶼
水
下
文
物
点
、
大
練
島
元
代
沈
船
、
小
練
島

東
礁
村
水
下
文
物
点
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
①
平
潭
大
練
島
西
南
嶼
水
下
文
物
点
（
国
家
文
物
局
水
下
文
化
遺

産
保
護
中
心
等
二
〇
一
七
）
で
検
出
さ
れ
た
陶
磁
器
は
、
龍
泉
窯
青

表１　福建沿岸地域の沈船から引揚げられた中国陶磁の種類
　　　（国家文物局水下文化遺産保護中心等2017のp391表一をもとに作成）

浙江 江西 福建 江蘇
五代 越州窯青磁

北宋後〜南宋初 龍泉窯青磁

南宋〜元 龍泉窯青磁 景徳鎮窯
青白磁 黒釉器、青磁、白磁 宜興産醤釉罐

明中期 景徳鎮窯
民窯青花

明後期〜清初 景徳鎮窯
民窯青花

漳州窯青花・五彩、
徳化窯、邵武四都窯
白磁

※１：福建沖の元時代の沈船からは白磁（枢府手）と青花は発見されていない。
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図１　平潭大練島西南嶼水下文物点で引揚げられた陶磁器
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磁
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
多
く
は
碗
で
あ
り
、器
の
外
面
に
は
櫛
描
文
、

内
面
に
は
刻
花
草
花
文
が
施
さ
れ
る
も
の
（
図
１ｰ

１
）、
器
の
外
面

は
無
文
で
内
面
に
刻
花
草
花
文
が
施
さ
れ
る
も
の
（
図
１ｰ

２
）
が

数
多
く
見
ら
れ
る
。ま
た
内
底
に
刻
花
草
花
文
を
施
し
た
青
磁
小
盤
・

小
皿
（
図
１ｰ
３
）
も
検
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
一
二
世
紀
中

頃
か
ら
後
半
期
の
製
品
で
あ
り
、
龍
泉
東
区
な
ど
で
も
焼
造
さ
れ
て

い
る
が
（
浙
江
省
文
物
考
古
研
究
所
編
二
〇
〇
五
）、
当
該
沈
船
で

発
見
さ
れ
た
よ
う
な
質
の
高
さ
、
北
宋
後
期
は
龍
泉
南
区
で
の
生
産

が
中
心
的
（
鄭
建
明
二
〇
一
九
）
で
あ
っ
た
こ
と
を
あ
わ
せ
て
考
え

る
と
、
こ
れ
ら
の
製
品
は
龍
泉
南
区
の
金
村
窯
の
可
能
性
が
高
い
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
龍
泉
窯
青
磁
刻
花
碗
は
、
日
本
で
も
博

多
遺
跡
群
な
ど
で
一
二
世
紀
中
頃
か
ら
後
半
に
か
け
て
出
土
量
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
田
中
二
〇
一
九
）。

　
沈
船
が
検
出
さ
れ
た
地
点
は
福
州
市
か
ら
や
や
南
に
位
置
す
る
平

潭
県
大
練
島
の
海
域
に
あ
る
。
福
州
に
近
い
海
域
で
の
沈
船
事
例
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
国
外
向
け
に
流
通
し
て
い
た
福
州
を
流
れ
る
閩
江

流
域
産
の
白
磁
な
ど
が
積
み
荷
の
中
に
入
っ
て
い
な
い
こ
と
は
、
龍

泉
窯
青
磁
の
流
通
ル
ー
ト
を
考
え
る
上
で
非
常
に
重
要
な
沈
船
資
料

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
沈
没
し
て
い
る
地
点
を
考
え
る
と
、
龍
泉
か

ら
寧
波
に
運
ば
れ
た
後
に
、
日
本
へ
向
か
う
ル
ー
ト
上
で
沈
没
し
た

も
の
で
あ
る
と
は
考
え
に
く
い
。
同
報
告
書
に
も
あ
る
よ
う
に
福
建

南
部
の
港
湾
都
市
（
泉
州
、
漳
州
、
広
州
等
）
や
澎
湖
列
島
、
台
湾

向
け
の
航
路
（
王
・
劉
二
〇
一
〇
、
森
二
〇
一
三
ｂ
、
二
〇
一
九
）

上
に
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　
②
白
礁
一
号
沈
船
は
閩
江
河
口
域
の
北
側
、
福
州
市
連
江
県
定

海
村
の
東
北
側
、
白
礁
付
近
で
発
見
さ
れ
た
（
趙
・
呉
二
〇
一
一
）。

二
六
七
八
件
の
陶
磁
器
が
引
揚
げ
ら
れ
た
が
、
黒
釉
碗
（
盞
）
が
圧

倒
的
に
多
く
、
次
に
（
青
）
白
磁
碗
類
が
多
い
。
黒
釉
碗
は
高
台
が

口
径
と
の
割
合
で
見
る
と
小
さ
く
、
胴
部
中
央
部
分
で
や
や
内
側
に

湾
曲
し
、
頸
部
に
か
け
て
広
が
り
、
口
縁
部
が
鼈
口
状
を
呈
す
る
も

の
（
図
２ｰ

１
）
が
多
い
。
閩
江
流
域
に
所
在
す
る
閩
侯
窯
や
福
清

東
張
窯
の
製
品
の
可
能
性
が
高
く
、
こ
れ
ら
は
博
多
な
ど
で
も
出
土

す
る
。
ま
た
（
青
）
白
磁
は
碗
・
鉢
・
皿
が
多
く
、
粗
製
で
施
釉
後

に
内
底
は
蛇
の
目
状
に
釉
剥
ぎ
し
、
外
面
は
胴
部
中
央
付
近
ま
で
施

釉
し
、
そ
れ
以
下
は
無
釉
で
露
胎
で
あ
る
（
図
２ｰ

２
）。
ま
た
内
面

は
全
体
に
、
外
面
は
高
台
付
近
ま
で
施
釉
し
、
内
面
に
は
刻
花
文
を

施
す
も
の
も
少
量
見
ら
れ
る
（
図
２ｰ

３
）。
南
宋
後
期
か
ら
元
時
代

の
沈
船
で
、
積
み
荷
は
圧
倒
的
多
数
の
閩
侯
あ
る
い
は
福
清
東
張
窯

の
黒
釉
碗
と
連
江
浦
口
窯
白
磁
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。
当
該
沈
船

の
積
み
荷
は
、
閩
江
流
域
の
窯
の
製
品
で
あ
る
こ
と
か
ら
福
州
を
出

発
し
た
船
で
、
そ
の
組
成
か
ら
北
方
（
寧
波
）、
南
方
（
福
建
の
南

方
の
港
や
東
南
ア
ジ
ア
）
の
ど
ち
ら
へ
も
向
か
う
可
能
性
が
あ
っ
た

船
と
考
え
ら
れ
る
。

　
③
平
潭
大
練
島
元
代
沈
船
は
、
平
潭
県
海
壇
島
西
北
の
さ
ら
に
西
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図 2　白礁一号沈船で引揚げられた陶磁器
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図 3　平潭大練島元代沈船で引揚げられた陶磁器
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図 4　平潭小練島東礁村水下文物点で引揚げられた陶磁器
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北
側
の
大
練
島
の
西
面
に
所
在
す
る
（
中
国
国
家
博
物
館
水
下
考
古

研
究
中
心
等
二
〇
一
四
）。
当
該
沈
船
か
ら
は
六
〇
〇
件
以
上
の
陶

磁
器
が
引
揚
げ
ら
れ
、
そ
の
多
く
は
龍
泉
窯
青
磁
で
あ
り
、
そ
れ
以

外
に
陶
罐
、
陶
瓦
な
ど
が
若
干
見
ら
れ
る
。

　
龍
泉
窯
青
磁
は
主
に
碗
、
盤
、
大
盤
、
洗
、
小
罐
な
ど
で
あ
る
。

施
文
方
法
は
刻
花
、
印
花
、
貼
花
な
ど
が
あ
り
、
文
様
も
水
波
、
巻

草
、
花
卉
（
蓮
花
、
牡
丹
、
菊
花
）、
双
魚
、
龍
文
、
松
鶴
、
侍
女

な
ど
の
図
案
が
見
ら
れ
る
。
碗
類
の
胴
部
形
態
は
い
ず
れ
も
腰
部
が

丸
み
を
お
び
る
が
、
口
縁
が
端
反
り
で
高
台
裏
を
蛇
の
目
釉
剥
ぎ
す

る
も
の
（
図
３ｰ

１
）、高
台
裏
全
体
を
釉
剥
ぎ
す
る
も
の
が
あ
る
（
図

３ｰ

２
）。
ま
た
龍
泉
窯
で
は
な
く
、
福
建
産
の
白
磁
の
可
能
性
が
あ

る
碗
が
一
点
報
告
さ
れ
て
い
る
（
図
３ｰ

３
）。
大
盤
は
、
口
縁
部
が

幅
広
で
い
わ
ゆ
る
折
縁
（
鍔
縁
）
盤
に
は
施
釉
方
法
が
高
台
畳
付
を

釉
剥
ぎ
す
る
も
の
（
図
３ｰ

６
）
と
、
高
台
裏
を
蛇
の
目
釉
剥
ぎ
す

る
も
の
と
が
あ
る
（
図
３ｰ

７
）。
口
縁
部
が
内
傾
す
る
大
盤
（
図
３

ｰ

８
）
と
直
口
す
る
大
盤
（
図
３ｰ

９
）
は
高
台
裏
を
蛇
の
目
釉
剥
ぎ

し
て
い
る
も
の
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
鉢
・
皿
状
の
洗
は
い
ず
れ
も
折

縁
口
縁
で
高
台
畳
付
が
釉
剥
ぎ
さ
れ
て
い
る
（
図
３ｰ

４
）。
こ
の
ほ

か
東
南
ア
ジ
ア
地
域
で
数
多
く
出
土
し
て
い
る
双
耳
小
壺
（
図
３ｰ

５
）
が
多
数
発
見
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
、
平
潭
大
練
島
元
代
沈
船
の
陶
磁
器
を
見
て
き
た
が
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
元
時
代
龍
泉
窯
青
磁
で
あ
る
。
報
告
書
で
は
、
当
該
沈

船
か
ら
検
出
さ
れ
た
龍
泉
窯
青
磁
は
韓
国
新
安
沈
船
の
そ
れ
ら
と
類

似
し
た
形
態
的
特
徴
で
あ
り
、
ま
た
二
〇
一
〇
年
に
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
海
域
で
発
見
さ
れ
たJade dragon

号
か
ら
引
揚
げ
ら
れ
た
龍

泉
窯
青
磁
と
類
似
す
る
こ
と
か
ら
、
当
該
沈
船
は
元
時
代
中
後
期
、

一
四
世
紀
前
半
か
ら
後
半
の
も
の
で
あ
り
、
最
終
的
な
目
的
地
は
東

南
ア
ジ
ア
の
可
能
性
は
あ
る
が
、
市
舶
司
の
あ
る
泉
州
（
集
積
地
・

集
散
地
）
へ
向
け
て
福
州
あ
る
い
は
温
州
か
ら
出
航
し
た
船
で
あ
る

も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（
中
国
国
家
博
物
館
水
下
考
古
研
究
中
心

等
二
〇
一
四
、一
八
六
頁
）。

　
④
平
潭
小
練
島
東
礁
村
水
下
文
物
点
で
は
、
青
磁
、
白
磁
（
青
白

磁
）、
黒
釉
磁
、
青
花
磁
器
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
引
揚
げ
ら
れ
た

陶
磁
器
は
、北
宋
時
代
後
期
か
ら
明
代
中
期
ま
で
時
期
幅
が
広
い
が
、

青
花
や
白
磁
（
青
白
磁
）
の
い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
は
極
め
て
数
が
少

な
い
こ
と
か
ら
、
異
な
る
時
代
に
廃
棄
さ
れ
た
製
品
が
あ
わ
せ
て
引

揚
げ
ら
れ
た
と
報
告
で
は
ま
と
め
て
い
る
。
青
磁
は
龍
泉
窯
の
蓮
弁

文
碗
が
見
ら
れ
る
が
、
蓮
弁
の
幅
が
比
較
的
広
く
角
高
台
に
近
い
タ

イ
プ
（
図
４ｰ

１
）、
高
台
裏
ま
で
施
釉
さ
れ
、
畳
付
が
釉
剥
ぎ
さ
れ

露
胎
で
、
蓮
弁
の
幅
が
や
や
狭
い
タ
イ
プ
（
図
４ｰ

２
）
な
ど
が
見

ら
れ
る
。
ま
た
口
縁
部
が
内
傾
し
、
胴
部
に
蓮
弁
文
を
施
す
鉢
（
図

４ｰ
３
）
や
折
縁
で
内
面
に
双
魚
文
を
貼
付
け
た
盤
（
図
４ｰ

４
）
な

ど
も
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
内
底
に
印
花
で
草
花
文
を
施
し
、
蛇
ノ
目

状
に
釉
剥
ぎ
す
る
碗
（
図
４ｰ

５
）
も
見
ら
れ
る
。
角
高
台
の
碗
は
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や
や
時
期
的
に
古
い
様
相
を
呈
す
る
が
、
そ
の
他
の
青
磁
は
基
本
的

に
は
一
三
世
紀
の
元
時
代
に
多
い
製
品
で
あ
る
。
こ
の
他
、
福
建
の

莆
田
荘
辺
窯
の
製
品
と
思
わ
れ
る
青
磁
（
図
４ｰ

６
）
も
若
干
見
ら

れ
る
。
青
磁
は
多
く
は
龍
泉
窯
青
磁
で
若
干
の
福
建
産
の
も
の
と
組

み
合
わ
さ
っ
て
い
る
。

　
白
磁
・
青
白
磁
に
つ
い
て
は
報
告
書
で
は
年
代
別
に
よ
り
大
き
く

四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
い
る
。
一
組
目
は
北
宋
時
代
後
半
の
高

台
が
高
く
、
口
縁
部
が
外
に
開
き
刻
花
文
を
施
す
閩
清
義
窯
産
の
碗

（
大
宰
府
分
類
の
白
磁
碗
Ⅴ
類
）、
二
組
目
は
南
宋
前
期
に
見
ら
れ
る

見
込
み
に
小
さ
い
鏡
を
作
る
碗
（
図
４ｰ
７
）
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

一
点
ず
つ
確
認
さ
れ
て
い
る
。
極
め
て
数
が
少
な
い
た
め
別
の
時
代

の
沈
船
な
ど
の
資
料
の
可
能
性
が
高
い
と
し
て
い
る
。
三
組
目
は
口

禿
げ
の
印
花
文
碗
・
盤
（
皿
）
類
で
あ
り
、
景
徳
鎮
窯
あ
る
い
は
建

窯
な
ど
の
福
建
北
部
の
青
白
磁
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
て
い
る
も
の
で

あ
る
（
図
４ｰ

８
）。
南
宋
時
代
後
期
頃
の
製
品
と
考
え
ら
れ
る
。
当

該
沈
船
資
料
の
中
で
最
も
多
く
見
ら
れ
る
陶
磁
器
は
四
組
目
の
も
の

に
な
る
が
、
一
四
世
紀
の
元
時
代
に
見
ら
れ
る
碗
で
あ
る
。
い
ず
れ

も
粗
製
の
白
磁
で
、
東
南
ア
ジ
ア
や
沖
縄
で
数
多
く
見
ら
れ
る
閩
清

義
窯
産
の
ビ
ロ
ー
ス
ク
タ
イ
プ
の
碗
（
図
４ｰ

９
）、
内
外
面
無
文
で

外
面
の
胴
下
部
付
近
ま
で
施
釉
し
、
そ
の
下
部
は
露
胎
の
碗
（
図
４

ｰ

10
）、
ま
た
外
面
に
粗
い
刻
花
蓮
弁
文
を
施
す
碗
（
図
４ｰ

11
）
が

見
ら
れ
、
後
二
者
は
数
量
も
多
く
閩
江
の
河
口
に
近
い
連
江
浦
口
窯

図 5　北土亀礁一号沈船で引揚げられた陶磁器
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の
製
品
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
他
、
比
較
的
精
緻
な
印
花
花
卉
文
の
盤
な

ど
も
見
ら
れ
る（
図
４ｰ

12
）が
福
建
の
在
地
産
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
黒
釉
碗
も
検
出
さ
れ
て
い
る
が
、
腰
部
胴
中
央
に
か
け
て
や
や
内

側
に
湾
曲
し
口
縁
下
部
に
か
け
て
広
が
る
碗
（
図
４ｰ

13
）、
器
高
よ

り
も
口
径
が
大
き
い
鉢
形
を
呈
す
る
碗
（
図
４ｰ

14
）
が
見
ら
れ
る
。

い
ず
れ
も
胴
部
中
央
付
近
ま
で
し
か
施
釉
さ
れ
ず
、
胴
下
部
か
ら
高

台
裏
に
か
け
て
無
釉
で
露
胎
と
な
っ
て
お
り
、
前
者
は
福
清
東
張
窯

等
で
南
宋
か
ら
元
時
代
に
後
者
は
南
平
茶
洋
窯
で
元
時
代
に
見
ら
れ

る
タ
イ
プ
で
あ
る
。
三
点
の
み
の
検
出
事
例
で
あ
り
、
こ
の
沈
船
の

も
と
も
と
の
積
み
荷
で
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
醤

釉
と
称
さ
れ
る
褐
釉
陶
器
が
数
多
く
確
認
さ
れ
て
お
り
、
肩
部
に
双

耳
を
も
つ
も
の
（
図
４ｰ

15
）
と
も
た
な
い
も
の
が
見
ら
れ
る
。
こ

れ
は
江
蘇
省
の
宜
興
窯
あ
る
い
は
浙
江
省
の
徳
清
成
年
塢
窯
の
製
品

と
考
え
ら
れ
て
い
る
い
わ
ゆ
る
コ
ン
テ
ナ
と
し
て
の
容
器
で
あ
る
。

　
平
潭
大
練
島
西
南
嶼
水
下
文
物
点
で
検
出
さ
れ
た
陶
磁
器
の
組
成

か
ら
、
い
く
つ
か
は
異
な
る
時
期
の
陶
磁
器
資
料
が
含
ま
れ
る
も
の

の
、
基
本
的
に
は
元
時
代
の
沈
船
資
料
で
あ
り
、
そ
の
積
み
荷
の
組

成
は
龍
泉
窯
青
磁
、
福
建
莆
田
窯
等
の
倣
龍
泉
窯
青
磁
の
碗
や
瓶
、

連
江
窯
の
白
磁
（
青
白
磁
）
と
陶
製
の
コ
ン
テ
ナ
容
器
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
注
目
し
て
お
き
た
い
点
と
し
て
、
福
州
の
南
に
位
置
す
る

地
点
で
龍
泉
窯
青
磁
と
閩
江
流
域
産
の
製
品
と
莆
田
地
域
の
製
品
が

積
み
荷
の
組
成
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

 

（
二
）
莆
田
海
域

　
莆
田
海
域
に
は
北
土
亀
礁
一
号
沈
船
、北
日
岩
一
号
水
下
文
物
点
、

湄
洲
湾
門
峡
嶼
水
下
文
物
点
、
湄
洲
島
文
甲
大
嶼
水
下
文
物
点
、
北

土
亀
礁
二
号
水
下
文
物
点
、
北
日
岩
四
号
水
下
文
物
点
、 

北
日
岩
五

号
水
下
文
物
点
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
⑤
北
土
亀
礁
一
号
沈
船
は
興
化
湾
の
南
側
の
南
日
島
の
東
北
側

で
発
見
さ
れ
て
い
る
（
国
家
文
物
局
水
下
文
化
遺
産
保
護
中
心
等

二
〇
一
七
）。
陶
磁
器
は
青
白
磁
と
陶
器
が
一
点
ず
つ
検
出
さ
れ
て

い
る
以
外
は
す
べ
て
青
磁
で
、
櫛
描
文
青
磁
碗
が
多
く
、
そ
の
他
、

劃
花
文
碗
、
無
文
碗
・
皿
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
櫛
描
文
青

磁
は
い
わ
ゆ
る
龍
泉
窯
・
同
安
窯
系
青
磁
０
類
（
図
５ｰ

１
）
と
同

安
窯
系
青
磁
Ⅰ
類
に
該
当
す
る
碗
（
図
５ｰ

２
）
で
あ
り
、龍
泉
窯
系
・

同
安
窯
系
青
磁
０
類
は
一
一
世
紀
後
半
か
ら
一
二
世
紀
前
半
頃
、
同

安
窯
系
青
磁
Ⅰ
類
も
一
二
世
紀
中
頃
に
主
に
生
産
さ
れ
て
い
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
タ
イ
プ
の
製
品
は
福
建
各
地
で
焼
造
さ
れ
て
お
り
、

産
地
を
特
定
す
る
こ
と
は
か
な
り
難
し
い
が
、
少
な
く
と
も
龍
泉
窯

の
龍
泉
南
区
（
金
村
窯
址
）
と
福
建
北
部
の
松
渓
窯
、
あ
る
い
は
福

州
に
近
い
莆
田
窯
や
福
清
窯
な
ど
で
見
ら
れ
る
。
日
本
に
は
金
村
窯

址
の
ほ
か
、
莆
田
窯
、
福
清
窯
な
ど
の
製
品
が
伝
来
し
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
（
徳
留
等
二
〇
一
九
）
が
、
そ
れ
ら
の
い
く
つ
か
は
碗
の

高
台
裏
の
削
り
が
粗
く
、
兜
金
状
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
特
徴
で
あ

る
。
本
沈
船
か
ら
引
揚
げ
ら
れ
た
こ
れ
ら
の
櫛
描
文
青
磁
碗
は
、
高
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台
裏
の
削
り
が
丁
寧
に
平
坦
に
整
え
ら
れ
て
お
り
龍
泉
窯
産
の
精
緻

な
も
の
か
、松
渓
窯
の
製
品
の
可
能
性
が
高
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

当
該
沈
船
か
ら
は
多
数
の
北
宋
中
後
期
の
銅
銭
（
大
観
通
宝
、
祥
符

通
宝
、
熙
寧
通
宝
）
の
他
、
南
宋
前
期
の
紹
興
通
宝
（
一
一
三
一
―

六
二
年
）
も
検
出
さ
れ
て
お
り
、
沈
船
の
年
代
と
し
て
は
南
宋
前
期

頃
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
⑥
南
日
島
北
日
岩
一
号
水
下
文
物
点
は
、
莆
田
市
の
小
日
島
の
西

北
に
位
置
し
て
い
る
。
青
白
磁
の
口
禿
げ
の
碗
・
盤
、
瓶
が
検
出
さ

れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
は
景
徳
鎮
産
と
思
わ
れ
、
斗
笠
盞
形
で
内
面

に
雷
文
、
花
卉
文
を
印
花
で
表
し
た
碗
（
図
６ｰ

１
）
と
双
魚
文
や

魚
を
三
匹
配
し
た
印
花
文
の
盤
（
図
６ｰ
２
）
な
ど
が
見
ら
れ
、
類

品
が
江
西
省
南
昌
の
南
宋
紹
熙
五
年
墓
（
一
一
九
四
年
）
に
見
ら
れ

る
（
彭
适
凡
主
編
一
九
九
八
）。
引
揚
げ
ら
れ
た
陶
磁
器
の
数
が
少

な
い
こ
と
か
ら
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
莆
田
の
興
化
湾
以
南
の
港

湾
都
市
か
台
湾
・
澎
湖
地
区
へ
の
輸
送
の
途
中
に
あ
っ
た
可
能
性
を

報
告
書
で
は
指
摘
し
て
い
る
（
国
家
文
物
局
水
下
文
化
遺
産
保
護
中

心
等
二
〇
一
七
、三
七
四
頁
）。

　
⑦
湄
洲
湾
門
峡
嶼
水
下
文
物
点
は
莆
田
市
秀
嶼
区
東
埔
鎮
東
呉
村

東
南
、
湄
洲
湾
の
北
側
に
位
置
し
て
い
る
（
国
家
文
物
局
水
下
文
化

遺
産
保
護
中
心
等
二
〇
一
七
）。
主
に
陶
器
で
褐
釉
の
罐
、
甕
、
壺

類
の
ほ
か
、
青
白
磁
碗
が
若
干
発
見
さ
れ
て
い
る
。
青
白
磁
に
関
し

て
は
釉
薬
が
す
で
に
剥
げ
て
お
り
、
産
地
等
に
関
し
て
は
不
詳
で
あ

る
。
陶
器
類
に
関
し
て
は
、
湄
洲
湾
南
部
の
恵
安
銀
厝
尾
窯
産
の
製

品
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
沈
船
の
年
代
に
関
し
て
は
元
時
代
と

考
え
ら
れ
て
い
る
（
福
建
省
博
物
館
一
九
九
三
）。

　
⑧
湄
洲
島
文
甲
大
嶼
水
下
文
物
点
は
、
莆
田
市
湄
洲
島
の
北
面
に

位
置
し
、（
青
）
白
磁
が
数
多
く
引
揚
げ
ら
れ
て
お
り
、
一
部
青
花

磁
と
醤
釉
磁
も
検
出
さ
れ
て
い
る
（
国
家
文
物
局
水
下
文
化
遺
産
保

護
中
心
等
二
〇
一
七
）。

図 6　南日島北日岩一号水下文物点で引揚げら
れた陶磁器
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史
苑
（
第
七
九
巻
第
二
号
）

　
白
磁
碗
類
は
内
外
面
無
文
で
、
高
台
の
畳
付
・
高
台
裏
の
成
形
が

粗
く
、
外
面
高
台
付
根
付
近
あ
る
い
は
腰
あ
た
り
ま
で
施
釉
し
、
そ

れ
よ
り
下
部
は
無
釉
で
露
胎
の
も
の
（
図
７ｰ

１
）、
ほ
ぼ
類
似
す
る

特
徴
で
外
面
に
刻
花
で
粗
い
蓮
弁
文
を
施
す
碗
（
図
７ｰ

２
）
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
る
。
先
述
し
た
平
潭
小
練
島
東
礁
村
水
下
文
物
点
で
も

見
ら
れ
た
連
江
浦
口
窯
産
の
白
磁
で
あ
る
。
ま
た
青
白
磁
盤
も
口
禿

げ
で
内
面
に
印
花
纏
枝
菊
花
文
を
施
す
も
の
（
図
７ｰ

３
）
と
青
磁

で
内
面
に
刻
花
蓮
花
文
を
施
す
盤
が
引
揚
げ
ら
れ
て
い
る
（
図
７ｰ

４
）。
青
白
磁
盤
は
南
宋
後
期
か
ら
元
時
代
頃
の
景
徳
鎮
窯
産
あ
る

い
は
福
建
産
の
倣
景
徳
鎮
窯
青
白
磁
で
あ
り
、
福
建
産
で
あ
れ
ば
閩

北
の
窯
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
、
当
該
沈
船
の
積
み
荷
は
、
元
時
代
の
連
江
浦
口
窯
の
製
品

が
中
心
で
、景
徳
鎮
窯（
系
）青
白
磁
の
組
合
せ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
⑨
北
土
亀
礁
二
号
沈
船
は
興
化
湾
の
周
辺
域
に
所
在
し
、
盗
掘
を

受
け
て
い
な
い
た
め
保
存
状
態
が
良
い
沈
船
資
料
で
あ
る
（
国
家
文

物
局
水
下
文
化
遺
産
保
護
中
心
等
二
〇
一
七
）。
陶
磁
器
は
い
ず
れ

も
（
青
）
白
磁
の
碗
、
盆
、
碟
（
小
皿
）
類
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
器

に
は
内
底
ま
で
釉
が
施
釉
さ
れ
る
も
の
と
、
内
底
部
は
施
釉
さ
れ
な

い
も
の
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
外
面
は
下
半
部
か
ら
底
部
裏
に
か
け

て
無
釉
で
露
胎
で
あ
り
、
高
台
の
作
り
や
削
り
も
粗
く
、
平
潭
小
練

島
東
礁
村
水
下
文
物
点
や
湄
洲
島
文
甲
大
嶼
水
下
文
物
点
で
確
認
さ

れ
た
粗
製
の
白
磁
碗
同
様
に
、
元
時
代
の
連
江
浦
口
窯
（
あ
る
い
は

莆
田
荘
辺
窯
）
の
製
品
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
た
め
当
該
沈
船

の
積
み
荷
は
福
建
産
の
粗
製
品
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
連
江
浦
口

窯
や
莆
田
荘
辺
窯
の
粗
製
品
も
福
建
地
域
内
で
流
通
し
て
い
た
だ
け

で
な
く
、
琉
球
や
台
湾
、
東
南
ア
ジ
ア
に
も
流
通
し
て
お
り
（
森
本

図 7　湄洲島文甲大嶼水下文物点で引揚げられた陶磁器
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陶
磁
器
か
ら
見
た
海
域
ア
ジ
ア
（
徳
留
）

二
〇
〇
九
）、
こ
の
沈
船
の
目
的
地
も
両
方
の
可
能
性
が
あ
る
。

　
⑩
南
日
島
北
日
岩
四
号
水
下
文
物
点
は
莆
田
南
日
鎮
小
日

島
西
北
面
の
海
域
に
所
在
し
て
い
る
（
国
家
文
物
局
水
下
文

化
遺
産
保
護
中
心
等
二
〇
一
七
）。
北
土
亀
礁
二
号
沈
船
同
様

に
（
青
）
白
磁
の
碗
類
が
中
心
で
あ
る
。
報
告
さ
れ
て
い
る

資
料
だ
け
見
る
と
碗
の
内
底
を
蛇
ノ
目
釉
剥
ぎ
し
て
い
る
も

の
が
多
い
が
、
連
江
浦
口
窯
あ
る
い
は
莆
田
荘
辺
窯
の
製
品

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
⑪
南
西
島
北
日
岩
五
号
水
下
文
物
点
は
北
土
亀
礁
二
号
沈

船
の
南
側
に
位
置
す
る
（
国
家
文
物
局
水
下
文
化
遺
産
保
護

中
心
等
二
〇
一
七
）。（
青
）
白
磁
、
黒
釉
磁
、
青
花
な
ど
が

検
出
さ
れ
て
い
る
。
白
磁
碗
の
中
に
は
腰
が
張
り
、
口
縁
部

が
斜
め
直
口
に
開
く
も
の
（
図
８ｰ

１
）
と
端
反
り
の
も
の
（
図

８ｰ

２
）
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
型
で
成
形
さ
れ
て
お
り
、
徳

化
窯
あ
る
い
は
莆
田
霊
川
窯
の
製
品
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
当
該
沈
船
か
ら
も
南
日
島
北
日
岩
四
号
水
下
文
物
点
で

検
出
し
た
連
江
浦
口
窯
あ
る
い
は
莆
田
荘
辺
窯
産
の
粗
製
の

（
青
）
白
磁
碗
が
見
ら
れ
、
そ
の
数
量
は
先
の
徳
化
窯
（
あ
る

い
莆
田
窯
）
の
そ
れ
よ
り
も
多
い
（
図
８ｰ

３
）。
こ
の
他
、

器
高
が
口
径
よ
り
も
小
さ
く
高
台
裏
が
平
坦
な
作
り
の
黒
釉

碗
も
見
ら
れ
る
（
図
８ｰ

４
）。
こ
の
黒
釉
碗
に
関
し
て
は
晋

江
磁
竃
窯
産
の
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
当
該
沈

図 8　南西島北日岩五号水下文物点で引揚げられた陶磁器
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史
苑
（
第
七
九
巻
第
二
号
）

船
は
徳
化
窯
の
白
磁
、
連
江
浦
口
窯
・
莆
田
荘
辺
窯
の
粗
製
白
磁
、

磁
竃
窯
の
黒
釉
碗
な
ど
が
積
み
荷
の
組
成
と
な
っ
て
い
た
と
言
え

る
。

（
三
）
泉
州
海
域

　
⑫
後
渚
港
沈
船
は
、
泉
州
港
の
主
要
な
港
の
一
つ
で
あ
り
、
後

渚
村
付
近
で
検
出
さ
れ
た
。
船
体
が
残
存
し
、
船
体
上
部
か
ら
青

磁
、
白
磁
、
黒
釉
陶
器
、
醤
（
褐
）
釉
陶
器
な
ど
が
出
土
し
て
お

り
、
五
八
件
復
元
さ
れ
て
い
る
（
福
建
省
泉
州
海
外
交
通
史
博
物
館

編
一
九
八
七
）。

　
青
磁
は
碗
が
多
く
、
櫛
描
文
青
磁
、
龍
泉
窯
青
磁
刻
花
碗
（
外

面
無
文
、
内
面
刻
花
文
）、
龍
泉
窯
青
磁
蓮
弁
文
碗
な
ど
異
な
る
複

数
の
時
期
の
陶
磁
片
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
青
磁
小
壺
の
蓋

で
、
縁
が
波
打
っ
た
蓮
葉
状
の
蓋
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、
水
注
（
ケ
ン

デ
ィ
ー
）
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
共
伴
し
て
い
る
銅
銭
の
年
代

か
ら
一
二
七
一
年
以
降
に
沈
没
し
た
南
宋
末
期
の
沈
船
だ
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
青
磁
の
蓮
葉
状
の
蓋
の
形
態
か
ら
も
南
宋
末
か
ら
元
時

代
初
期
頃
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
四
）
漳
州
海
域

　
⑬
龍
海
半
洋
礁
一
号
沈
船
は
龍
海
市
隆
教
畬
族
郷
東
南
海
域
の
東

碇
島
付
近
に
所
在
す
る
（
国
家
文
物
局
水
下
文
化
遺
産
保
護
中
心
等

二
〇
一
七
）。
陶
磁
器
を
中
心
に
、
銅
器
、
漆
器
や
木
器
な
ど
も
検

出
さ
れ
て
い
る
。
陶
磁
器
は
黒
釉
碗
が
主
で
、
青
白
磁
碗
・
盤
（
皿
）

な
ど
も
見
ら
れ
る
。

　
黒
釉
碗
は
鼈
口
で
高
台
が
小
さ
く
、
胴
部
は
腰
か
ら
胴
中
央
に
か

け
て
内
側
に
弧
状
を
描
き
な
が
ら
頸
部
に
か
け
て
外
に
開
く
タ
イ
プ

で
、
釉
は
腰
下
付
近
ま
で
掛
け
る
。
胎
は
や
や
赤
褐
色
を
呈
し
て
い

る
。連
江
定
海
白
礁
一
号
沈
船
か
ら
も
数
多
く
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、

一
三
世
紀
後
半
の
福
清
東
張
窯
産
か
閩
侯
窯
産
の
可
能
性
が
高
い
製

品
で
あ
る
。
青
白
磁
碗
の
中
に
は
胎
が
か
な
り
白
く
、
高
台
ま
で
施

釉
さ
れ
て
お
ら
ず
、
印
花
文
様
で
口
禿
げ
の
一
群
が
見
ら
れ
（
図
９

ｰ

１
、２
）、
将
楽
南
口
窯
の
製
品
の
可
能
性
が
同
報
告
書
で
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
胎
土
が
や
や
灰
白
色
を
呈
し
、
型
作
り
に
よ
る
口

禿
げ
の
青
白
磁
は
莆
田
霊
川
窯
産
と
さ
れ
て
い
る
（
図
９ｰ

３
、４
）。

ま
た
同
様
の
胎
の
特
徴
で
、
器
の
内
壁
に
は
篦
点
刻
花
文
、
内
底
は

蛇
ノ
目
釉
剥
ぎ
し
た
莆
田
荘
辺
窯
産
と
思
わ
れ
る
碗
も
見
ら
れ
る
。

東
張
窯
の
黒
釉
碗
（
図
９ｰ

５
）
は
後
述
す
る
広
東
南
海
一
号
沈
船
、

西
沙
群
島
華
光
礁
一
号
沈
船
か
ら
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。
日
本
に
も

博
多
遺
跡
群
な
ど
も
出
土
し
て
い
る
が
、
龍
海
半
洋
礁
一
号
沈
船
は

黒
釉
碗
が
生
産
さ
れ
た
福
清
か
ら
か
な
り
南
に
位
置
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ら
の
積
み
荷
は
東
南
ア
ジ
ア
へ
向
け
て
輸
出
さ
れ
て
い

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
ほ
か
褐
釉
の
水
注
（
図
９ｰ

６
）
や
青

釉
褐
彩
盆
（
図
９ｰ

７
）
が
見
ら
れ
る
。
筆
者
は
磁
竃
窯
の
盤
の
可
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陶
磁
器
か
ら
見
た
海
域
ア
ジ
ア
（
徳
留
）

図 9　龍海半洋礁一号沈船で引揚げられた陶磁器
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史
苑
（
第
七
九
巻
第
二
号
）

能
性
も
あ
る
と
考
え
る
が
、
報
告
書
で
は
福
清
東
張
窯
産
の
可
能
性

を
指
摘
し
て
い
る
。
莆
田
荘
辺
窯
の
白
磁
が
や
や
時
期
的
に
他
と
比

べ
て
古
い
可
能
性
が
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
当
該
沈
船
で
見
ら
れ
る

製
品
の
特
徴
は
南
宋
時
代
後
期
か
ら
元
時
代
初
期
の
頃
で
あ
る
も
の

と
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
積
み
荷
の
組
成
は
福
清
東
張
窯
の
黒
釉
碗
、

将
楽
南
口
窯
と
莆
田
霊
川
窯
・
荘
辺
窯
の
（
青
）
白
磁
と
い
え
る
。

　
⑭
漳
浦
沙
洲
島
沈
船
は
漳
浦
県
古
雷
半
島
の
東
南
部
か
ら
さ
ら
に

西
に
約
５
㎞
の
海
域
で
発
見
さ
れ
た
。
陶
磁
器
は
青
磁
、
青
白
磁
、

醤
釉
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
最
も
数
量
的
に
多
い
の
は
青
白
磁
と
さ

れ
て
い
る
（
国
家
文
物
局
水
下
文
化
遺
産
保
護
中
心
等
二
〇
一
七
）。

報
告
書
の
中
で
は
青
白
磁
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
も
の
の
中
に
青
磁

と
思
わ
れ
る
一
群
が
あ
り
、
多
く
は
身
の
深
い
碗
で
あ
り
、
そ
の
他

は
浅
め
の
鉢
に
近
い
碗
や
盤
な
ど
で
あ
る
。
身
の
深
い
碗
は
外
面
に

は
口
縁
部
下
に
沈
線
文
を
施
し
、
胴
下
部
に
は
刻
花
蓮
弁
文
を
一
周

巡
ら
す
。
内
外
面
に
青
磁
釉
を
施
す
が
、
内
底
は
比
較
的
丁
寧
に
蛇

の
目
釉
剥
ぎ
を
行
い
、
外
面
は
高
台
畳
付
か
ら
高
台
裏
以
外
は
施
釉

さ
れ
て
い
る
（
図
10ｰ

１
）。
ま
た
身
の
浅
い
鉢
形
碗
は
、
内
底
と
外

面
の
胴
下
部
か
ら
高
台
裏
は
無
釉
で
露
胎
で
あ
り
、
重
ね
焼
き
す
る

た
め
に
内
底
を
蛇
ノ
目
状
に
胎
を
削
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
ま
た

類
似
し
た
特
徴
を
も
つ
盤
（
皿
）
の
内
底
に
は
印
花
に
よ
る
文
様
を

施
す
も
の
も
見
ら
れ
る
（
図
10ｰ

２
）。
こ
れ
ら
は
報
告
書
の
中
で
は

龍
泉
窯
で
あ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
同
様
の
特
徴
の
製

品
は
龍
泉
窯
青
磁
に
は
な
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
具
体
的
な
窯

は
判
然
と
し
な
い
が
、
福
建
産
の
倣
龍
泉
窯
青
磁
と
し
て
位
置
づ
け

て
お
く
。

　
白
磁
・
青
白
磁
は
福
建
産
と
景
徳
鎮
窯
産
の
も
の
が
見
ら
れ
る
。

福
建
産
の
も
の
と
し
て
は
、
胎
は
緻
密
な
灰
白
色
で
外
面
に
上
述
し

た
青
磁
碗
の
よ
う
な
蓮
弁
文
を
配
し
た
莆
田
荘
辺
窯
と
思
わ
れ
る
炉

が
あ
る
（
図
10ｰ

３
）。
景
徳
鎮
窯
産
は
高
台
が
餅
状
と
言
わ
れ
る
ベ

タ
底
に
近
い
も
の
で
、
外
面
は
無
文
か
印
花
に
よ
る
花
卉
文
を
施
す

小
杯
（
図
10ｰ

４
）、
さ
ら
に
質
の
高
い
製
品
と
思
わ
れ
る
が
、
釉
薬

の
光
沢
も
鮮
や
か
で
胴
部
に
刻
花
蓮
花
文
の
水
注
（
図
10ｰ

５
）、
瓜

形
や
八
角
形
の
胴
部
で
印
花
文
を
施
し
た
水
注
な
ど
も
多
く
見
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
胴
下
部
に
芭
蕉
文
を
配
す
る
も
の
が
あ
る
が

（
図
10ｰ

６
）、
そ
の
意
匠
は
景
徳
鎮
青
花
に
表
さ
れ
る
芭
蕉
文
と
も

類
似
し
て
お
り
、
青
花
の
至
正
様
式
が
成
立
し
て
以
降
の
も
の
と
考

え
ら
れ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
本
沈
船
の
積
み
荷
に
は
元
青
花
は

見
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
類
似
し
た
特
徴
を
有
す
る
小
罐
（
図
10ｰ

７
）

な
ど
が
あ
る
。
ま
た
質
感
は
や
や
異
な
る
が
三
足
の
香
炉
な
ど
も
見

ら
れ
（
図
10ｰ

８
）、い
ず
れ
も
一
四
世
紀
代
の
特
徴
を
有
し
て
い
る
。

　
こ
の
他
、
醤
釉
陶
器
類
も
引
揚
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
大
き
め
の
四

耳
罐
で
肩
部
に
「
異
宝
」
銘
を
押
さ
れ
て
い
る
も
の
（
図
10ｰ

９
）

や
元
時
代
の
龍
泉
窯
青
磁
に
も
同
形
の
も
の
が
見
ら
れ
る
小
形
の
四

耳
壺
（
図
10ｰ
10
）
な
ど
が
見
ら
れ
、
晋
江
磁
竈
窯
産
で
あ
る
と
思



－  64  －－  65  －

陶
磁
器
か
ら
見
た
海
域
ア
ジ
ア
（
徳
留
）

わ
れ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
漳
浦
沙
洲
島
沈
船
は
一
四
世
紀
半
ば
か
ら
後

半
頃
の
年
代
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
積
み
荷
の
組
成
は
、
景
徳
鎮
青
白

磁
が
中
心
で
、
莆
田
荘
辺
窯
白
磁
、
在
地
（
あ
る
い
は
龍
泉
窯
）
の

青
磁
と
晋
江
磁
竈
窯
の
醤
釉
器
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
先
述
し
た
よ

う
に
、
景
徳
鎮
窯
青
白
磁
は
芭
蕉
文
な
ど
の
意
匠
か
ら
元
青
花
至
正

様
式
が
成
立
し
て
以
降
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
青
花
磁

器
は
積
み
荷
の
中
に
入
っ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
注
目
し
て
お
き

た
い
。

図 10　漳浦沙洲島沈船で引揚げられた陶磁器
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（
五
）
広
東
・
西
沙
諸
島

　
⑮
南
海
一
号
沈
船
は
一
二
世
紀
末
か

ら
一
三
世
紀
初
の
南
宋
中
期
の
沈
船
で

あ
る
（
国
家
文
物
局
水
下
文
化
遺
産
保

護
中
心
等
二
〇
一
七
）。
陶
磁
器
の
積

み
荷
の
組
成
と
し
て
は
龍
泉
窯
青
磁
、

景
徳
鎮
青
白
磁
の
他
、
福
建
産
の
陶
磁

器
な
ど
か
ら
な
る
。
と
く
に
二
〇
一
四

年
か
ら
二
〇
一
五
年
度
の
調
査
結
果
で

は
福
建
の
製
品
は
徳
化
窯
、
磁
竈
窯
、

閩
清
窯
な
ど
多
く
見
ら
れ
る
と
報
告
さ

れ
て
い
る
。
以
下
に
報
告
に
よ
る
所
見

を
も
と
に
南
海
一
号
沈
船
の
積
み
荷
の

様
相
を
ま
と
め
て
お
く
。

　
全
体
の
種
類
と
し
て
は
碗
、
盤
、
碟

（
小
皿
）、
壺
、
瓶
、
罐
、
盆
、
水
注
、

盒
、
磁
器
製
の
彫
塑
な
ど
が
見
ら
れ
る

（
図
11
、
12
）。
景
徳
鎮
青
白
磁
は
数
量

も
多
く
、
碗
、
盤
、
盒
類
が
中
心
と

な
っ
て
い
る
（
図
12
）。
碗
・
盤
は
刻

花
、
印
花
文
に
よ
り
施
文
さ
れ
、
ま
た

口
禿
げ
の
も
の
も
見
ら
れ
る
（
図
11ｰ

図 11　南海一号沈船で引揚げられた陶磁器①
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図 12　南海一号沈船で引揚げられた陶磁器②
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１
、２
）。
龍
泉
窯
青
磁
は
碗
が
最
も
多
く
、
盤
が
そ
れ
に
次
ぎ
、
一

件
の
み
で
あ
る
が
方
瓶
が
見
ら
れ
る
（
図
11ｰ

３
〜
８
）。
施
文
方
法

は
刻
劃
花
に
よ
る
も
の
が
主
要
で
あ
る
。
ま
た
厚
胎
薄
釉
の
も
の
が

多
い
。
福
建
産
陶
磁
は
徳
化
窯
（
碗
坪
崙
窯
）
産
の
白
磁
の
数
量
が

多
く
、
種
類
は
器
蓋
、
壺
、
水
注
、
三
足
炉
、
碗
、
罐
、
四
耳
罐
、
碟
、

粉
盒
、大
盤
、葫
芦
瓶
、ラ
ッ
パ
口
瓶
な
ど
で
あ
る
（
図
12ｰ

１
〜
６
）。

水
注
、
罐
、
ラ
ッ
パ
口
瓶
な
ど
は
型
作
り
で
、
胴
の
上
・
下
半
を
別

作
り
し
接
合
し
成
形
し
て
い
る
。
文
様
は
印
花
に
よ
る
花
卉
文
が
多

く
、
盤
な
ど
に
は
篦
刻
文
な
ど
も
施
さ
れ
て
い
る
。
晋
江
磁
竃
窯
は

醤
釉
の
も
の
が
多
く
、
そ
の
次
ぎ
に
緑
釉
、
さ
ら
に
黒
釉
、
青
釉
の

も
の
が
若
干
見
ら
れ
る
（
図
12ｰ

７
〜
10
）。
器
種
は
罐
、瓶
が
主
で
、

そ
の
他
に
器
蓋
、
碗
、
粉
盒
、
水
注
（
ケ
ン
デ
ィ
ー
）、
緑
釉
の
印

花
碟
、
玉
壺
春
瓶
、
ラ
ッ
パ
口
瓶
、
長
頸
瓶
な
ど
が
あ
る
。
閩
清
義

窯
に
関
し
て
は
刻
花
文
を
施
し
た
碗
類
が
多
い
。
こ
の
他
、
福
清
東

張
窯
の
黒
釉
碗
（
図
12ｰ

11
）
や
、
福
建
産
で
あ
る
が
具
体
的
な
窯

址
が
分
か
ら
な
い
（
お
そ
ら
く
閩
江
流
域
の
窯
の
製
品
）
外
面
櫛
描

文
、
内
面
に
刻
花
文
を
施
し
た
青
磁
碗
（
図
12ｰ

12
、
13
）
な
ど
も

見
ら
れ
る
。

　
⑯
華
光
礁
一
号
沈
船
は
海
南
省
西
沙
諸
島
群
華
光
礁
環
礁
の
内
側

で
検
出
さ
れ
た
一
二
世
紀
中
葉
か
ら
後
半
・
南
宋
前
期
の
沈
船
で
あ

る
（
中
国
国
家
博
物
館
水
下
考
古
研
究
中
心
等
二
〇
〇
六
。
湖
南
省

博
物
館
編
二
〇
一
一
）。
華
光
礁
一
号
沈
船
の
陶
磁
器
の
組
成
は
泉

州
地
区
の
徳
化
、
南
安
、
晋
江
等
の
製
品
、
例
え
ば
倣
龍
泉
窯
青
磁
、

青
白
磁
、
白
磁
、
黒
釉
碗
（
天
目
）、
磁
竈
窯
の
醤
釉
や
鉛
釉
陶
器

な
ど
が
多
く
、
一
方
で
龍
泉
窯
青
磁
や
景
徳
鎮
窯
青
白
磁
は
少
量
と

な
っ
て
お
り
（
図
13
）、
先
述
し
た
南
海
一
号
と
は
異
な
る
傾
向
に

あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
郝
思
徳
二
〇
一
一
、三
三 ｰ

三
四

頁
。
森
二
〇
一
三
ｂ
、
八
六
頁
）。

　
南
海
一
号
沈
船
も
華
光
礁
一
号
沈
船
も
、
積
み
荷
と
な
っ
て
い
る

陶
磁
器
の
産
地
別
の
組
成
は
異
な
る
が
、
い
ず
れ
も
龍
泉
窯
青
磁
、

景
徳
鎮
窯
青
白
磁
、
福
建
産
の
陶
磁
器
と
な
っ
て
お
り
、
泉
州
港
を

出
港
し
東
南
ア
ジ
ア
を
目
指
し
て
い
た
船
で
あ
っ
た
こ
と
を
各
調
査

報
告
書
（
者
）
ら
が
推
定
し
て
い
る
が
、
筆
者
も
同
様
の
見
解
で
あ

る
。
ま
た
西
沙
北
礁
か
ら
は
華
光
礁
一
号
沈
船
以
外
に
も
元
時
代
の

龍
泉
窯
青
磁
盤
・
皿
な
ど
が
引
揚
げ
ら
れ
て
い
る
（
湖
南
省
博
物
館

編
二
〇
一
一
）。

　
⑰
石
嶼
二
号
沈
船
は
西
砂
諸
島
永
楽
環
礁
東
部
に
所
在
し
、
当
該

遺
跡
か
ら
は
、
青
花
、
卵
白
釉
磁
、
白
磁
、
青
磁
（
青
灰
釉
）、
醤

釉
磁
な
ど
四
〇
五
件
が
引
揚
げ
ら
れ
た
（
中
国
国
家
博
物
館
水
下
考

古
研
究
中
心
等
二
〇
一
一
）。

　
青
花
は
碗
（
図
14ｰ

１
）、
杯
（
図
14ｰ

２
）
を
中
心
に
、
梅
瓶
、

玉
壺
春
瓶
（
図
14ｰ

３
）、
罐
（
図
14ｰ

４
）
や
蓋
（
図
14ｰ

５
）、
軍

持
（
水
注
）
な
ど
も
見
ら
れ
る
。
青
花
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
は
じ
め
東

南
ア
ジ
ア
に
流
通
し
て
い
る
小
形
の
製
品
が
多
く
見
ら
れ
る
。
青
花
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の
文
様
に
は
鴛
鴦
蓮
池
文
、
蓮
文
、

纏
枝
菊
文
、
折
枝
菊
文
、
蓮
弁
文
、

巻
草
文
、
火
焔
文
、「
寿
」
字
文
な

ど
が
見
ら
れ
る
。
卵
白
釉
の
製
品
は

そ
の
胎
は
や
や
灰
白
色
で
青
花
の
そ

れ
と
類
似
す
る
。
碗
、
杯
な
ど
が
検

出
さ
れ
て
お
り
、
内
面
に
は
印
花
文

で
文
様
を
施
す
も
の
も
あ
る
。
碗
に

は
折
腰
碗
（
図
14ｰ

６
）
や
腹
部
は

張
る
タ
イ
プ
の
も
の
が
見
ら
れ
る
。

杯
の
形
態
は
青
花
の
杯
と
同
様
に
広

口
の
も
の
が
見
ら
れ
る
（
図
14ｰ

７
）。

白
磁
は
碗
、
洗
、
盤
（
図
14ｰ

８
）、

盒
（
図
14ｰ

９
）、
罐
（
図
14ｰ

10
）

な
ど
が
見
ら
れ
、
型
作
り
で
印
花
に

よ
る
文
様
が
見
ら
れ
る
。
青
磁
は
釉

色
が
白
磁
に
も
近
い
粗
製
の
青
磁
で

あ
る
。
碗
、
盤
、
碟
（
小
皿
）
な
ど

が
あ
り
、
釉
は
内
底
が
蛇
ノ
目
釉
剥

ぎ
、
外
面
は
底
部
ま
で
は
施
さ
れ
て

お
ら
ず
、
無
釉
で
露
胎
で
あ
る
（
図

14ｰ

11
）。
見
込
み
に
は
印
花
に
よ
り

図 13　華光礁一号沈船で引揚げられた陶磁器
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図 14　石嶼二号沈船で引揚げられた陶磁器
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花
卉
文
を
施
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
こ
の
ほ
か
醤
（
褐
）
釉
の
小

口
瓶
（
図
14ｰ

12
）
や
罐
な
ど
が
引
揚
げ
ら
れ
て
い
る
。
青
花
と
卵

白
釉
磁
は
景
徳
鎮
窯
、
型
作
り
の
白
磁
は
徳
化
窯
の
屈
斗
宮
窯
、
青

磁
は
莆
田
荘
辺
窯
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
醤
釉
陶
器
類
は
晋
江

磁
竈
窯
産
と
さ
れ
て
い
る
。
当
該
沈
船
の
積
み
荷
の
組
成
は
元
時
代

の
景
徳
鎮
青
花
と
卵
白
釉
を
中
心
に
、さ
ら
に
福
建
の
徳
化
窯
白
磁
、

莆
田
窯
の
粗
製
の
青
磁
、
晋
江
磁
竈
窯
の
醤
釉
陶
で
あ
る
。

　
以
上
、
中
国
東
南
沿
岸
地
域
で
確
認
さ
れ
て
い
る
各
沈
船
か
ら
検

出
さ
れ
た
陶
磁
器
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
沈
船
の
積
み

荷
の
組
合
せ
を
ま
と
め
た
の
が
表
２
で
あ
る
。
表
１
で
示
し
た
よ
う

に
あ
る
い
は
先
行
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
輸
出
さ
れ

て
い
る
陶
磁
器
の
組
成
は
龍
泉
窯
青
磁
、
福
建
陶
磁
、
景
徳
鎮
青
白

磁
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
南
宋
時
代
末
か
ら
元
時
代
初
期
の
一
三
世

紀
後
半
頃
か
ら
は
高
品
質
の
龍
泉
窯
の
製
品
も
輸
出
さ
れ
る
（
森

二
〇
一
〇
）。
沈
船
資
料
の
中
で
も
、
中
国
国
外
の
目
的
地
へ
航
行

し
、
そ
の
途
中
で
沈
没
し
た
広
東
沖
や
西
沙
諸
島
の
沈
船
資
料
は
そ

の
こ
と
が
顕
著
に
示
さ
れ
て
い
た
。
一
方
で
、
福
建
沖
で
発
見
さ
れ

た
沈
船
資
料
を
見
る
と
、
そ
の
状
況
は
若
干
異
な
っ
て
い
る
。
そ
れ

は
龍
泉
窯
青
磁
が
中
心
で
あ
っ
た
り
、
福
建
の
閩
江
流
域
や
莆
田
地

域
の
窯
の
製
品
の
組
合
せ
で
あ
っ
た
り
、
景
徳
鎮
窯
青
白
磁
を
中
心

と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
り
と
様
々
で
あ
り
、
流
通
の
あ
り
方
が
非
常

に
複
雑
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
こ
れ
は
交
易
を
扱
う
商
人
の
違
い
や

陶
磁
器
が
国
内
流
通
な
の
か
中
国
国
外
を
目
的
と
し
て
い
た
貿
易
船

で
あ
っ
た
の
か
と
い
っ
た
輸
送
・
流
通
の
目
的
と
も
関
係
係
し
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
福
州
海
域
で
発
見
さ
れ
た
定
州
白
礁
一
号
沈
船
を
の
ぞ
く
と
い
ず

れ
も
福
州
以
南
で
発
見
さ
れ
て
お
り
、航
路
と
し
て
は
よ
り
南
方（
泉

州
や
広
州
。
さ
ら
に
は
東
南
ア
ジ
ア
）
あ
る
い
は
澎
湖
諸
島
・
台
湾
、

琉
球
列
島
が
目
的
地
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
え
る
。
中
で
も
福
建
産
以

外
の
陶
磁
器
を
積
ん
で
い
た
沈
船
は
注
目
し
て
お
き
た
い
。
平
潭
大

練
島
西
南
嶼
水
下
文
物
点
と
平
潭
大
練
島
元
代
沈
船
で
は
積
み
荷
の

ほ
と
ん
ど
は
龍
泉
窯
青
磁
で
あ
り
、
龍
泉
窯
で
生
産
さ
れ
た
青
磁
が

温
州
あ
る
い
は
福
州
へ
一
旦
集
積
さ
れ
、
市
舶
司
が
あ
り
南
宋
時
代

に
広
州
に
か
わ
り
東
南
ア
ジ
ア
・
西
ア
ジ
ア
向
け
の
最
大
の
貿
易
拠

点
と
な
っ
た
泉
州
（
森
二
〇
一
三
ａ
、
八
七
頁
）、
さ
ら
に
は
そ
の

後
東
南
ア
ジ
ア
へ
向
か
う
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
景
徳

鎮
窯
青
白
磁
、
福
建
の
閩
江
流
域
お
よ
び
莆
田
・
泉
州
の
徳
化
窯
な

ど
の
製
品
、
さ
ら
に
は
そ
れ
に
加
え
て
龍
泉
窯
青
磁
を
積
み
荷
と
し

て
い
る
沈
船
が
見
ら
れ
る
が
、
温
州
か
ら
龍
泉
窯
青
磁
（
と
景
徳
鎮

青
白
磁
）
を
載
せ
、
そ
の
後
福
州
・
莆
田
（
興
化
湾
）・
晋
江
な
ど

の
港
に
て
福
建
産
の
製
品
（
景
徳
鎮
青
白
磁
は
福
州
で
載
せ
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
）
を
載
せ
て
泉
州
、
そ
の
後
東
南
ア
ジ
ア
へ
向
け
て

輸
送
さ
れ
た
可
能
性
を
示
し
て
い
る
資
料
で
あ
る
と
言
え
る
。
貿
易

陶
磁
の
流
通
に
関
し
て
の
福
州
港
の
重
要
性
が
近
年
指
摘
さ
れ
て
い

表２　中国東南沿岸地域の沈船の中国陶磁器の産地

番号 海域 沈船・遺跡名 時代
積み荷の主な中国陶磁器産地

浙江 福建 江西

① 福州 平潭大練島西
南嶼 南宋 龍泉窯青磁

② 福州 白礁一号 南宋〜元
閩侯窯・福清東張窯
黒釉、連江浦口窯白
磁

③ 福州 平潭大練島
（元代） 元 龍泉窯青磁

④ 福州 平潭小練島東
礁村

南宋末〜
元 龍泉窯青磁

莆田荘辺窯青磁、建
窯青白磁、連江浦口
窯白磁

景徳鎮窯青白磁

⑤ 莆田 北土亀礁一号 南宋前期 櫛描文青磁

⑥ 莆田 南日島北日岩
一号 南宋 景徳鎮窯青白磁

⑦ 莆田 湄洲湾門峡嶼 元 青白磁、恵安銀厝尾
窯

⑧ 莆田 湄洲島文甲大
嶼 元 連江浦口窯白磁（ま

たは莆田荘辺窯） 景徳鎮窯青白磁

⑨ 莆田 北土亀礁二号 元 連江浦口窯白磁（ま
たは莆田荘辺窯）

⑩ 莆田 南日島北日岩
四号 元 連江浦口窯白磁（ま

たは莆田荘辺窯）

⑪ 莆田 南西島北日岩
五号 元

徳化窯白磁、連江浦
口窯白磁（または莆
田荘辺窯）、晋江磁
竃窯黒釉陶

⑫ 泉州 后渚港 南宋

龍泉窯青磁
（蓮弁文碗）、
浙江諸窯（醤
釉）

徳化窯（青白磁）、
福建諸窯、連江浦口・
莆田窯（青磁、白磁）、
櫛描文青磁、晋江磁
竈窯

⑬ 漳州 龍海半洋礁一
号

南宋後期
〜元前期

閩侯窯・福清東張窯
黒釉陶、将楽南口窯
青白磁、莆田霊川窯、
荘辺窯

⑭ 漳州 漳浦沙洲島 元 倣龍泉窯青磁、莆田
荘辺窯、晋江磁竈窯 景徳鎮窯青白磁

⑮ 漳州 聖杯嶼沈船 元中後期 龍泉窯青磁
⑯ 漳州 菜嶼沈船 元中後期 龍泉窯青磁 晋江磁竃窯ヵ（醤釉）

⑰ 広州 南海一号 南宋中期 龍泉窯青磁 徳化窯、晋江磁竈窯、
閩清窯 景徳鎮窯青白磁

⑱ 西沙
諸島 華光礁一号 南宋前期 龍泉窯青磁

徳化窯、南安窯、晋
江磁竈窯の倣龍泉青
磁、青白磁、白磁、
黒釉碗、醤釉陶

景徳鎮窯青白磁

⑲ 西沙
諸島 石嶼二号 元

徳化窯白磁、莆田窯
青磁（青灰釉）、晋
江磁竈窯醤釉陶

景徳鎮窯青花磁、
卵白釉磁
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表２　中国東南沿岸地域の沈船の中国陶磁器の産地

番号 海域 沈船・遺跡名 時代
積み荷の主な中国陶磁器産地

浙江 福建 江西

① 福州 平潭大練島西
南嶼 南宋 龍泉窯青磁

② 福州 白礁一号 南宋〜元
閩侯窯・福清東張窯
黒釉、連江浦口窯白
磁

③ 福州 平潭大練島
（元代） 元 龍泉窯青磁

④ 福州 平潭小練島東
礁村

南宋末〜
元 龍泉窯青磁

莆田荘辺窯青磁、建
窯青白磁、連江浦口
窯白磁

景徳鎮窯青白磁

⑤ 莆田 北土亀礁一号 南宋前期 櫛描文青磁

⑥ 莆田 南日島北日岩
一号 南宋 景徳鎮窯青白磁

⑦ 莆田 湄洲湾門峡嶼 元 青白磁、恵安銀厝尾
窯

⑧ 莆田 湄洲島文甲大
嶼 元 連江浦口窯白磁（ま

たは莆田荘辺窯） 景徳鎮窯青白磁

⑨ 莆田 北土亀礁二号 元 連江浦口窯白磁（ま
たは莆田荘辺窯）

⑩ 莆田 南日島北日岩
四号 元 連江浦口窯白磁（ま

たは莆田荘辺窯）

⑪ 莆田 南西島北日岩
五号 元

徳化窯白磁、連江浦
口窯白磁（または莆
田荘辺窯）、晋江磁
竃窯黒釉陶

⑫ 泉州 后渚港 南宋

龍泉窯青磁
（蓮弁文碗）、
浙江諸窯（醤
釉）

徳化窯（青白磁）、
福建諸窯、連江浦口・
莆田窯（青磁、白磁）、
櫛描文青磁、晋江磁
竈窯

⑬ 漳州 龍海半洋礁一
号

南宋後期
〜元前期

閩侯窯・福清東張窯
黒釉陶、将楽南口窯
青白磁、莆田霊川窯、
荘辺窯

⑭ 漳州 漳浦沙洲島 元 倣龍泉窯青磁、莆田
荘辺窯、晋江磁竈窯 景徳鎮窯青白磁

⑮ 漳州 聖杯嶼沈船 元中後期 龍泉窯青磁
⑯ 漳州 菜嶼沈船 元中後期 龍泉窯青磁 晋江磁竃窯ヵ（醤釉）

⑰ 広州 南海一号 南宋中期 龍泉窯青磁 徳化窯、晋江磁竈窯、
閩清窯 景徳鎮窯青白磁

⑱ 西沙
諸島 華光礁一号 南宋前期 龍泉窯青磁

徳化窯、南安窯、晋
江磁竈窯の倣龍泉青
磁、青白磁、白磁、
黒釉碗、醤釉陶

景徳鎮窯青白磁

⑲ 西沙
諸島 石嶼二号 元

徳化窯白磁、莆田窯
青磁（青灰釉）、晋
江磁竈窯醤釉陶

景徳鎮窯青花磁、
卵白釉磁
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陶
磁
器
か
ら
見
た
海
域
ア
ジ
ア
（
徳
留
）

る
が
（
栗
二
〇
〇
八
、
森
二
〇
一
三
ｂ
、
二
〇
一
九
）、
こ
の
沈
船

の
積
み
荷
の
組
成
は
、
ま
さ
に
東
南
ア
ジ
ア
あ
る
い
は
台
湾
・
琉
球

列
島
向
け
の
陶
磁
器
の
流
通
に
お
い
て
福
州
の
集
積
地
・
集
散
地
と

し
て
の
重
要
性
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

四
　
日
本
で
出
土
す
る
中
国
陶
磁
（
表
3
）

　
一
三
世
紀
か
ら
一
四
世
紀
に
お
い
て
日
本
列
島
で
出
土
す
る
中
国

陶
磁
は
、
先
に
見
た
沈
船
の
積
み
荷
の
組
合
せ
と
同
様
に
、
龍
泉
窯

青
磁
、
景
徳
鎮
窯
青
白
磁
、
福
建
産
の
陶
磁
器
が
中
心
で
あ
る
（
田

中
二
〇
〇
八
、
森
二
〇
一
三
ｂ
、
徳
留
二
〇
一
六
）。
た
だ
し
東
南

ア
ジ
ア
で
は
徳
化
窯
白
磁
が
流
通
す
る
の
に
対
し
て
、
日
本
で
は

徳
化
窯
の
製
品
は
基
本
的
に
見
ら
れ
な
い
（
森
本
二
〇
〇
九
）。
こ

の
こ
と
は
、
日
本
向
け
と
東
南
ア
ジ
ア
向
け
と
は
中
国
か
ら
出
航
す

る
港
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
栗
二
〇
〇
八
、
森
二
〇
一
三
ａ
）。
ま
た
喫
茶
の
風
習
が
流
行
し
て

い
た
日
本
で
は
、
す
で
に
中
国
で
は
生
産
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た

福
建
建
窯
産
の
天
目
を
輸
入
し
続
け
て
い
た
こ
と
が
、
韓
国
新
安
沈

船
の
積
み
荷
の
中
に
使
用
痕
が
あ
る
建
盞
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
か

ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
青
白
磁
梅
瓶
は
、
鎌
倉
時
代
の
遺
跡
で
よ
く

見
ら
れ
る
一
方
で
、
東
南
ア
ジ
ア
向
け
の
沈
船
、
あ
る
い
は
出
土
品

で
は
ほ
と
ん
ど
目
に
す
る
こ
と
は
な
い
こ
と
も
特
徴
で
あ
る
（
徳
留

二
〇
一
九
）。
さ
ら
に
唐
物
と
称
さ
れ
、
茶
の
湯
の
道
具
、
武
家
に

お
け
る
ス
テ
ー
タ
ス
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
も
長
く
重
宝
さ
れ
な
が
ら
、

世
代
を
超
え
て
伝
世
し
て
い
く
こ
と
は
日
本
に
お
け
る
顕
著
な
特
徴

で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
日
本
独
自
の
様
相
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
中

国
陶
磁
器
の
需
要
に
お
け
る
日
本
と
東
南
ア
ジ
ア
地
域
の
人
々
と
の

嗜
好
性
の
違
い
か
ら
生
じ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

五
　
東
南
ア
ジ
ア
で
出
土
す
る
中
国
陶
磁

　
東
南
ア
ジ
ア
や
西
ア
ジ
ア
の
地
域
で
一
三
世
紀
か
ら
一
四
世
紀
に

か
け
て
流
通
し
た
中
国
陶
磁
は
龍
泉
窯
青
磁
が
多
数
を
し
め
、
次
に

福
建
陶
磁
、
景
徳
鎮
窯
製
品
が
比
較
的
多
く
見
ら
れ
、
さ
ら
に
南
宋

時
代
後
半
に
減
少
し
て
い
た
広
東
陶
磁
や
磁
州
窯
製
品
な
ど
も
わ
ず

か
に
見
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る(

森
二
〇
一
三
ａ
、 

九
二

ｰ

九
三
頁)

。
元
時
代
の
龍
泉
窯
青
磁
、
景
徳
鎮
製
品
も
元
朝
の
支

配
者
層
で
あ
る
モ
ン
ゴ
ル
人
や
西
ア
ジ
ア
人
の
嗜
好
を
反
映
し
て
大

形
の
壺
、
盤
、
花
瓶
や
コ
バ
ル
ト
顔
料
で
絵
付
け
を
行
い
、
そ
の
上

に
青
白
釉
を
施
し
た
青
白
磁
の
誕
生
を
促
す
な
ど
、
中
国
国
内
の
生

産
地
へ
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
時
代
で
あ
る
。

　
東
南
ア
ジ
ア
地
域
で
検
出
さ
れ
た
一
二
世
紀
か
ら
一
四
世
紀
と

思
わ
れ
る
沈
船
の
積
み
荷
の
陶
磁
器
の
組
成
を
見
て
み
る
と
（
附

表
）、
各
船
に
よ
り
比
率
は
異
な
る
可
能
性
は
あ
る
が
、
お
お
よ
そ
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表３　宋元時代に日本で流通する中国陶磁器の様相
　　　（田中 2008、森 2013b などを元に作成）

時代 主な製品と窯系 備考

12 世紀後半
　～ 13 世紀初
南宋前半

青磁：龍泉窯青磁（劃花文）
　　　倣龍泉窯青磁（莆田窯、南安窯、福清窯
　　　など）
白磁（数量が激減）：　閩江流域産
景徳鎮窯系青白磁（影青）：
　　　景徳鎮窯、大口窯（14 世紀まで出土）
建盞・天目碗：
　建窯および福州近郊の窯、武夷山遇林亭窯、
　吉州窯
陶器（雑器・経筒など）　
　晋江磁竈窯

白磁が激減し、
青磁が主体。

東南アジアと異な
り徳化窯の青白磁
や白磁は少量。

13 世紀前半
南宋後半から
元初

青磁：龍泉窯（外面蓮弁文）、倣龍泉窯（櫛描
文消滅。外面条線文）
白磁：口禿（出現）

13 世紀後半
元（鎌倉時代）

青磁：龍泉窯（砧青磁、外面蓮弁文、内底貼付文）
白磁（碗・皿）：寧徳窯系（口禿）、徳化窯系、
　　　莆田窯系（型作）、連江窯（今帰仁タイプ）、
　　　閩清窯（ビロースクタイプ）
白磁（四耳壺）：福建産
青白磁（梅瓶）：景徳鎮窯系、福建系

日元貿易：住蕃貿
易の消滅と博多商
人の 出現

14 世紀前半
元
（鎌倉時代後期、
南北朝時代）

龍泉窯系青磁：（天龍寺手）
白磁：景徳鎮窯（「枢府」）、閩清窯、連江窯、
四耳壺（閩江流域窯）　
青白磁：景徳鎮窯系（口禿）
白地鉄絵：磁州窯系、吉州窯系
陶器：宜興窯（四耳壺）、磁竈窯、茶洋窯、洪
塘窯（褐釉壺）、贛州窯「擂座」、建窯建盞（ア
ンティーク）

寺社造営遼唐船

14 世紀後半
元末・明時代

青磁：龍泉窯系（外面蓮弁文、雷文）
白磁：邵武窯（型作）
青花：景徳鎮窯

明の成立と琉球の
「進貢貿易」：明に
よる海禁政策のた
め、中国陶磁の輸
入量激減

註：太字は代表的な輸入陶磁器、下線は福建産陶磁器を示す。
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ⅰ
）
龍
泉
窯
青
磁
、
景
徳
鎮
窯
青
白
磁
・
白
磁
、
福
建
産
の
各
製
品

が
セ
ッ
ト
で
発
見
さ
れ
て
い
る
か
、
ⅱ
）
龍
泉
窯
青
磁
が
中
心
か
、

ⅲ
）
龍
泉
窯
青
磁
と
福
建
産
製
品
、
ⅳ
）
福
建
産
（
複
数
の
窯
の
）

製
品
が
中
心
で
、
一
四
世
紀
後
半
に
発
見
例
は
現
状
で
は
か
な
り
少

な
い
が
ⅴｰ

ⅰ
）
景
徳
鎮
窯
卵
白
釉
磁
（
枢
府
手
）、
ⅴｰ

ⅱ
）
景
徳

鎮
窯
青
花
、
龍
泉
窯
青
磁
、
福
建
産
製
品
と
い
っ
た
組
成
と
な
っ
て

い
る
。
も
ち
ろ
ん
沈
船
か
ら
引
揚
げ
ら
れ
た
陶
磁
片
が
各
船
の
当
時

の
積
み
荷
の
全
体
の
組
成
を
必
ず
し
も
反
映
し
て
い
る
と
は
言
え
な

い
が
、
中
国
東
南
沿
岸
部
に
お
け
る
様
相
と
も
大
よ
そ
共
通
し
て
い

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
龍
泉
窯
青
磁
が
流
行
し
て
い
た
こ
と
が
よ

く
分
か
る
だ
け
で
な
く
、
龍
泉
窯
や
景
徳
鎮
窯
の
製
品
と
比
べ
て
粗

製
品
で
あ
る
福
建
陶
磁
も
か
な
り
需
要
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て

お
り
、
い
か
に
中
国
陶
磁
そ
の
も
の
が
需
要
が
あ
り
、
し
か
も
そ
れ

が
社
会
的
階
層
が
高
い
人
々
以
外
に
も
広
が
っ
て
い
た
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
状
況
と
言
え
る
。
徳
化
窯
を
は
じ
め
、
福
建
南
方
産
の
製
品

が
日
本
に
流
通
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
し
か
し
、
良
質
の

龍
泉
窯
青
磁
や
景
徳
鎮
窯
製
品
と
粗
製
の
福
建
陶
磁
が
需
要
さ
れ
て

い
る
と
い
う
枠
組
み
は
日
本
と
東
南
ア
ジ
ア
で
は
共
通
す
る
部
分
と

言
え
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
一
三
世
紀
か
ら
一
四
世
紀
に
お
け
る
東
南
ア
ジ
ア

地
域
は
、
国
家
、
部
族
社
会
な
ど
社
会
の
統
合
の
あ
り
方
が
異
な
っ

て
お
り
、
ま
た
中
国
陶
磁
の
使
用
や
需
要
の
様
相
に
も
違
い
も
あ
る

図 15　サンタ・アナ出土の元青花（田中 2015 より転載）
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よ
う
で
あ
る
。

　
当
該
期
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
部
族
社
会
で
あ
り
、
青
柳
洋
治
氏

（
一
九
九
二
）
に
よ
る
と
一
二
世
紀
か
ら
一
三
世
紀
は
ア
ビ
オ
ク
洞

穴
遺
跡
、一
三
世
紀
後
半
か
ら
一
四
世
紀
は
、サ
ン
タ
・
ア
ナ( Santa 

Ana)

遺
跡
が
時
代
を
考
え
る
指
標
に
な
っ
て
い
る
。
ア
ビ
オ
ク
洞

穴
遺
跡
で
は
同
安
窯
系
青
磁
、泉
州
（
晋
江
）
窯
黄
釉
褐
彩
陶
と
い
っ

た
福
建
陶
磁
が
中
心
で
あ
る
。
サ
ン
タ
・
ア
ナ
遺
跡
で
は
、
龍
泉
窯

青
磁
、
徳
化
窯
白
磁
、
景
徳
鎮
窯
白
磁
、
青
花
、
泉
州
（
晋
江
）
窯

緑
釉
・
褐
彩
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
（
２
）
。
サ
ン
タ
・
ア
ナ
遺
跡
は
ル
ソ

ン
島
中
部
の
バ
イ
湖
と
マ
ニ
ラ
湾
を
つ
な
ぐ
、
パ
シ
グ
川
南
岸
に
立

地
し
て
お
り
、
元
時
代
に
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
海
外
貿
易
の
窓
口
の
一

つ
で
あ
り
、
ま
た
同
時
期
の
墓
地
遺
跡
で
も
あ
る
。
こ
の
墓
地
遺
跡

を
分
析
し
た
田
中
和
彦
氏
（
二
〇
一
五
）
に
よ
る
と
、
墓
の
副
葬
品

に
元
青
花
を
有
す
る
成
人
墓
と
小
児
墓
が
あ
り
、
元
青
花
を
副
葬
す

る
墓
は
分
布
が
偏
り
、
い
く
つ
か
の
墓
群
に
ま
と
ま
る
傾
向
が
あ
る

よ
う
で
あ
る
。
田
中
氏
は
、
黄
蠟
、
降
香
、
竹
布
、
木
綿
花
と
い
っ

た
サ
ン
タ
・
ア
ナ
地
区
で
獲
得
で
き
る
マ
ニ
ラ
の
特
産
物
の
対
価
に

元
青
花
を
入
手
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
当
該
墓
地
で
見
ら

れ
る
元
時
代
の
景
徳
鎮
窯
青
花
は
玉
壺
春
瓶
形
以
外
は
、
い
ず
れ
も

小
形
の
罐
、
双
耳
罐
、
折
腹
碗
、
水
注
な
ど
で
あ
り
（
図
15
）、
フ
ィ

リ
ピ
ン
を
は
じ
め
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
に
流
通
す
る
タ
イ
プ
で
あ
る

（
江
建
新
二
〇
一
八
）。
小
形
の
双
耳
罐
（
壺
）
は
中
国
国
内
で
は
ほ

と
ん
ど
流
通
し
て
い
な
い
。
交
易
を
通
し
て
中
国
製
の
陶
磁
器
を
獲

得
し
、
そ
れ
ま
で
に
流
通
し
て
い
た
タ
イ
プ
と
異
な
る
新
し
い
中
国

陶
磁
を
所
持
す
る
こ
と
が
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ

れ
る
事
例
で
あ
る
。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
を
国
家
編
成
原
理
と
す
る
マ

ジ
ャ
パ
ヒ
ト
王
国
（
一
二
九
三
―
一
四
七
八
）
の
首
都
ト
ロ
ー
ラ
ン

遺
跡
で
は
、
大
量
の
中
国
陶
磁
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
る
（
亀
井
二
〇
一
〇
、
坂
井
・
大
橋
二
〇
一
四
）。
亀
井
明
徳
氏

（
二
〇
一
〇
）
に
よ
る
と
マ
ジ
ャ
パ
イ
ト
時
代
の
中
国
陶
磁
の
粗
製

は
福
建
産
輪
状
釉
剥
碗
（
三
三
％
）、
徳
化
窯
白
磁
（
四
％
）、
龍
泉

窯
青
磁
（
二
九
％
）、
景
徳
鎮
窯
青
白
磁
（
二
％
）、
青
花
（
二
％
）、

ま
た
貯
蔵
用
壺
（
三
〇
％
）
と
な
っ
て
お
り
、
盤
、
罐
（
大
壺
）
が

多
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ト
ロ
ー
ラ
ン
遺
跡
で
は
そ
の
割
合

は
少
な
い
が
元
青
花
が
出
土
し
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
至
正
様
式
の
大

形
の
瓶
・
罐
な
ど
で
あ
り
、
先
述
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
様
相
と
は
異

な
っ
て
い
る
。
ま
た
同
じ
く
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ャ
ワ
島
ト
ゥ
バ
ン

海
域
引
揚
げ
品
は
、
港
湾
遺
跡
あ
る
い
は
沈
船
遺
跡
の
可
能
性
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
が
（A

bu

・W
ayono

一
九
八
三
、
金
沢
二
〇
〇
九

ａ
、
ｂ
）、
龍
泉
窯
青
磁
碗
・
盤
の
ほ
か
に
、
景
徳
鎮
窯
の
「
枢
府
手
」

の
白
磁
碗
・
皿
類
と
文
様
の
簡
素
な
タ
イ
プ
の
青
花
碗
、
福
建
莆
田

窯
（
あ
る
い
は
連
江
窯
）
産
の
粗
製
の
碗
、
皿
類
、
徳
化
窯
の
白
磁

碗
（
型
作
り
）
が
採
集
さ
れ
て
お
り
、
韓
国
新
安
沈
船
よ
り
も
時
期
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的
に
や
や
新
し
い
一
四
世
紀
中
葉
の
元
時
代
後
半
期
（
あ
る
い
は
明

時
代
初
期
も
入
る
可
能
性
も
あ
る
）
頃
の
資
料
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
ト
ロ
ー
ラ
ン
と
ト
ゥ
バ
ン
の
資
料
が
全
く
同
時
期
で
あ
る
と

は
言
い
切
れ
な
い
が
、
両
者
の
組
成
の
違
い
は
、
マ
ジ
ャ
パ
イ
ト
王

国
の
首
都
と
港
湾
（
あ
る
い
は
沈
船
）
と
い
う
遺
跡
の
性
格
の
違
い

が
反
映
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
ト
ゥ
バ
ン
の
資
料
に
関

し
て
は
西
沙
諸
島
で
検
出
さ
れ
た
石
嶼
二
号
沈
船
の
陶
磁
器
の
組
成

に
比
較
的
近
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
ス
コ
ー
タ
イ
朝
首
都
の
古
城
ス
コ
ー
タ
イ
で
は
、
現
状
で
知
ら
れ

る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
中
国
陶
磁
の
使
用
の
様

相
が
異
な
る
事
例
報
告
が
さ
れ
て
い
る
。
向
井
亙
氏
（
二
〇
一
五
）

に
よ
る
と
、
ラ
ー
ム
カ
ム
ヘ
ー
ン
国
立
博
物
館
敷
地
内
の
寺
院
遺
跡

仏
塔
埋
納
事
例
に
お
い
て
、
仏
塔
内
か
ら
出
土
す
る
陶
磁
器
（
一
四

世
紀
中
・
後
葉
）
に
は
、
ⅰ
）
埋
納
品
を
お
さ
め
る
壺
類
、
蓋
（
小

皿
）
＝
容
器
と
ⅱ
）
埋
納
品
：
中
国
産
二
〇
点
、タ
イ
産
七
点
が
あ
る
。

埋
納
品
の
内
訳
は
元
青
花
の
大
壺
の
蓋
一
点
、
碗
一
点
、
龍
泉
窯
青

磁
の
広
口
壺
一
点
、
福
建
莆
田
窯
青
磁
小
皿
四
点
、
小
壺
一
点
、
合

子
一
点
、
華
南
白
磁
の
小
皿
二
点
、
華
南
褐
釉
磁
の
壺
八
点
、
タ
イ

産
陶
磁
と
し
て
ス
コ
ー
タ
イ
五
点
、
不
明
一
点
、
ボ
ス
ワ
ッ
ク
一
点

と
な
っ
て
い
る
。
な
お
仏
塔
周
辺
か
ら
も
多
数
の
元
青
花
、
龍
泉
窯

青
磁
、釉
裏
紅
製
品
が
出
土
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、ス
コ
ー

タ
イ
中
心
域
の
仏
塔
に
埋
納
さ
れ
る
製
品
は
元
青
花
（
大
壺
、梅
瓶
）

が
主
体
で
大
形
器
物
が
仏
教
儀
礼
の
中
で
利
用
さ
れ
る
一
方
で
、
仏

教
儀
礼
と
の
関
係
性
が
薄
い
遺
跡（
例
え
ば
、ピ
サ
ヌ
ロ
ー
ク
市
チ
ャ

ン
王
宮
跡
）で
は
、
元
青
花
は
出
土
す
る
が
小
碗
や
盤
が
中
心
で
大
壺

や
梅
瓶
は
出
土
し
な
い
こ
と
か
ら
、
種
類
、
器
種
、
サ
イ
ズ
に
よ
り

使
用
・
受
容
の
あ
り
方
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
最
後
に
、
東
南
ア
ジ
ア
地
域
で
は
な
い
が
イ
ン
ド
と
ア
フ
リ
カ
の

事
例
、
ま
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
あ
る
が
伝
世
す
る
青
磁
の
利
用
の
あ

り
方
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
お
き
た
い
。

　
イ
ン
ド
の
ト
ゥ
グ
ル
ク
朝
の
第
三
代
ス
ル
タ
ン
の
フ
ィ
ー

ル
ー
ズ
・
シ
ャ
ー
・
ト
ゥ
グ
ル
ク
（
一
三
〇
九
―
八
八
年
）
が
、

一
三
五
四
年
に
デ
リ
ー
に
宮
殿
を
建
築
し
て
い
る
。
彼
が
崩
御
し
た

後
、
テ
ィ
ム
ー
ル
軍
に
よ
り
宮
殿
が
陥
落
し
て
い
る
が
、
そ
の
遺
跡

か
ら
は
七
二
件
の
磁
器
が
出
土
し
、
そ
の
う
ち
四
四
件
が
青
花
盤
、

二
三
件
が
青
花
碗
、
四
件
が
青
磁
盤
、
一
件
が
青
磁
碗
で
、
こ
の
う

ち
六
七
件
は
一
四
世
紀
中
葉
の
元
代
の
磁
器
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も

大
形
の
製
品
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
宮
殿
で
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
金
沢
な
ど
二
〇
一
〇
、五
四
六
頁
）。

　
ア
フ
リ
カ
東
部
の
ケ
ニ
ア
沿
岸
部
ケ
デ
ィ
古
城
の
事
例
は
東
南
ア

ジ
ア
地
域
と
は
異
な
る
様
相
を
示
す
事
例
が
知
ら
れ
る
（
劉
・
秦
等

二
〇
一
二
）。
調
査
を
行
っ
た
秦
大
樹
氏
（
二
〇
一
四
）
は
、
一
三

世
紀
か
ら
一
五
世
紀
初
頭
の
南
宋
末
期
か
ら
明
時
代
初
期
に
お
い

て
、
と
く
に
元
時
代
か
ら
明
時
代
初
期
の
陶
磁
器
の
流
通
量
の
増
加
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が
顕
著
で
あ
り
、
東
南
ア
ジ
ア
地
域
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
粗
製
の

福
建
産
陶
磁
器
は
か
な
り
少
な
い
一
方
で
、
龍
泉
窯
青
磁
が
中
心

で
、
粗
製
品
だ
け
で
な
く
明
時
代
初
期
の
龍
泉
官
器
（
龍
泉
楓
洞
岩

窯
址
産
）
を
含
む
か
な
り
質
の
高
い
製
品
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
。
ま
た
、
当
該
地
域
に
お
い
て
元
時
代
に
中
国
陶
磁
器
の

流
通
量
お
よ
び
精
製
品
が
多
い
背
景
に
関

し
て
、
イ
ル
・
ハ
ン
国
と
元
朝
と
の
間
に
、

国
家
主
導
の
交
易
に
よ
り
質
の
高
い
中
国

陶
磁
が
流
通
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い

る
。
明
朝
は
海
禁
政
策
を
と
っ
て
お
り
、

一
四
世
紀
後
半
か
ら
一
五
世
紀
後
半
頃

（
一
三
五
二
―
一
四
八
七
年
）
ま
で
、
民
間

の
自
由
は
貿
易
が
制
限
さ
れ
た
こ
と
を
背

景
に
、
中
国
陶
磁
器
の
流
通
量
が
減
少
し

て
い
る
こ
と
、
ま
た
景
徳
鎮
青
花
の
出
土

量
が
少
な
い
こ
と
か
ら
交
易
が
激
減
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

明
時
代
初
期
の
龍
泉
官
器
の
中
国
国
外
で

の
出
土
事
例
・
伝
世
事
例
は
少
な
く
な
い

こ
と
か
ら
、
元
時
代
後
半
か
ら
明
時
代
前

半
に
お
い
て
も
鄭
和
の
遠
征
を
背
景
に
し

た
官
に
よ
る
対
外
活
動
に
つ
い
て
も
、
さ

ら
に
注
目
し
て
い
く
必
要
性
が
あ
る（
秦
大
樹
二
〇
一
四
、九
八
頁
）。

そ
の
よ
う
な
中
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
王
宮
で
行
わ
れ
た
儀
礼
行
事
に

お
け
る
青
磁
の
使
用
の
事
例
は
興
味
深
い
示
唆
を
し
て
く
れ
る
も
の

で
あ
る
（Sum

arah

一
九
八
一
）。
一
九
七
一
年
に
カ
ス
ス
ナ
ン

王
宮
で
行
わ
れ
た
豊
穣
祭
の
中
で
、
複
数
枚
の
口
径
四
〇
㎝
以
上
の

図 16 インドネシア・カススナン王宮の豊穣祭で
         使用された青磁盤
         （Sumarah Adhyatman.1981 より転載）
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大
皿
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
大
皿
に
は
米
を
盛
り
、
儀
礼
の
最
中
は

王
の
み
が
そ
の
皿
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ら
の
大
皿
は
漳

州
窯
の
ほ
か
に
、
一
点
明
代
初
期
の
龍
泉
窯
青
磁
の
官
器
と
思
わ
れ

る
も
の
も
認
め
ら
れ
、
マ
タ
ラ
ム
王
国
（
一
五
八
七
―
一
七
五
五
）

の
第
三
代
ス
ル
タ
ン
の
ス
ル
タ
ン
・
ア
グ
ン
（
在
位
：
一
六
一
三
―

一
六
四
五
）
が
所
有
し
て
い
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（Sum

arah

一
九
八
一
、一
五
〇
頁
）。
こ
の
う
ち
こ
の
龍
泉
官
器
の
大
皿
は
お

そ
ら
く
は
永
楽
期
の
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
（
図
16
）、

実
際
に
は
マ
ラ
タ
ム
王
国
が
成
立
以
前
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
あ
る
い
は

そ
の
周
辺
の
国
に
明
朝
か
ら
与
え
ら
れ
、
そ
の
後
ス
ル
タ
ン
・
ア
グ

ン
が
所
有
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
龍
泉
官
器
は
き
わ
め
て

大
形
で
優
品
で
あ
り
、
ま
た
明
王
朝
と
直
接
的
な
交
流
が
な
け
れ

ば
、
容
易
に
入
手
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
製
品
で
あ
る
。
そ
の

た
め
そ
れ
を
所
持
す
る
こ
と
が
当
該
地
を
治
め
る
た
め
の
威
信
材
的

な
も
の
と
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
い
つ
の
段
階
か
ら
豊

穣
祭
の
器
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る

が
、
宮
廷
に
以
前
か
ら
所
蔵
さ
れ
て
い
た
中
国
陶
磁
を
重
要
な
儀
礼

行
為
の
中
で
使
用
し
続
け
て
い
る
こ
と
は
、
一
四
世
紀
頃
（
あ
る
い

は
一
五
世
紀
前
半
も
含
め
て
）
の
海
域
ア
ジ
ア
を
介
し
た
交
流
の
中

で
行
わ
れ
た
モ
ノ
の
移
動
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
中
で
受
容
さ
れ
、

そ
し
て
日
常
生
活
の
み
な
ら
ず
社
会
や
集
団
の
紐
帯
を
維
持
す
る
た

め
の
道
具
と
し
て
、
近
現
代
社
会
に
お
い
て
も
影
響
を
与
え
て
い
る

事
例
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

六
　
ま
と
め
　

　
以
上
、
一
三
世
紀
か
ら
一
四
世
紀
を
中
心
に
、
中
国
東
南
沿
岸
部

の
沈
船
か
ら
引
揚
げ
ら
れ
た
陶
磁
器
の
組
み
合
わ
せ
と
、
東
南
ア
ジ

ア
地
域
で
出
土
・
流
通
・
消
費
さ
れ
る
状
況
を
整
理
し
て
き
た
。
結

論
か
ら
す
れ
ば
一
五
世
紀
中
頃
に
お
け
る
イ
ン
パ
ク
ト
と
は
異
な
る

が
、
一
三
世
紀
か
ら
一
四
世
紀
の
間
に
お
い
て
中
国
陶
磁
器
の
中
国

国
外
へ
の
流
通
の
様
相
か
ら
、
と
く
に
一
四
世
紀
、
元
時
代
中
〜
後

半
頃
に
大
き
な
画
期
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。
そ
れ
は
龍
泉
窯
青
磁
・

福
建
陶
磁
の
流
通
の
増
加
、
そ
し
て
元
青
花
の
出
現
・
流
通
に
と
も

な
い
、
陶
磁
器
組
成
・
使
用
に
お
け
る
多
層
的
な
受
容
の
あ
り
方
が

ア
ジ
ア
各
地
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん

地
域
ご
と
で
中
国
陶
磁
の
受
容
の
あ
り
方
（
種
類
や
嗜
好
さ
れ
る
文

様
な
ど
）
は
異
な
る
が
、
よ
り
品
質
が
高
い
青
磁
や
意
匠
や
色
調
が

新
し
い
も
の
で
あ
る
青
花
は
貴
重
な
も
の
で
あ
り
、
ス
テ
ー
タ
ス
・

シ
ン
ボ
ル
や
社
会
集
団
を
統
合
す
る
際
の
象
徴
的
な
器
物
と
し
て
の

機
能
も
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
東
南
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
陶
磁
器
の
需
要
の
高
ま
り
に
あ

わ
せ
る
よ
う
に
中
国
国
外
へ
の
陶
磁
器
の
流
通
量
や
そ
の
嗜
好
に
あ

わ
せ
た
製
品
作
り
が
進
み
、
そ
の
結
果
中
国
国
内
に
お
け
る
陶
磁
器
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生
産
に
も
技
術
の
革
新
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
と

く
に
一
四
世
紀
の
海
域
ア
ジ
ア
に
お
け
る
人
と
モ
ノ
を
介
し
た
活
発

な
交
流
が
、
そ
の
後
の
大
航
海
時
代
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
の
大
い

な
る
基
盤
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
評
価
で
き
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
東
南
ア
ジ
ア
で
確
認
さ
れ
て
い
る
沈
船
資
料
の
中
国

陶
磁
の
組
成
を
見
る
と
、
先
に
見
て
き
た
東
南
ア
ジ
ア
の
各
地
域
に

お
け
る
中
国
陶
磁
の
受
容
の
あ
り
方
と
対
応
し
て
い
る
よ
う
な
様
相

は
不
明
で
あ
る
。
今
後
、
東
南
ア
ジ
ア
地
域
内
に
お
け
る
中
国
陶
磁

の
具
体
的
な
流
通
経
路
な
ど
も
あ
わ
せ
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

り
、
課
題
と
し
た
い
。
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附図１　宋元時代の中国東南沿岸地域および東南アジア地域における
　　　　沈船分布図（筆者作成）
　　　　（凡例：●沈船の位置、▲は福建陶瓷が出土している遺跡）
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　附図２　福建沿岸部地域の沈船および窯址分布図（孟召原 2017、
　　　　　図５ｰ９に窯址および沈船情報を加筆）

将楽窯

恵安窯

泉州窯
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・
福
州
市
文
物
考
古
工
作
隊
二
〇
一
四
『
福
建
平
潭
大
練

島
元
代
沈
船
遺
址
』
科
学
出
版
社
。

中
国
国
家
博
物
館
水
下
考
古
研
究
中
心
・
海
南
省
文
物
保
護
管

理
弁
口
室
編
著
二
〇
〇
六
『
西
沙
水
下
考
古
（
一
九
九
八
～

一
九
九
九
）』
科
学
出
版
社
。

中
国
国
家
博
物
館
水
下
考
古
研
究
中
心
・
海
南
省
文
物
局
二
〇
一
一

「
西
沙
群
島
石
嶼
二
号
沈
船
遺
址
調
査
簡
報
」『
中
国
国
家
博
物

館
館
刊
』
二
〇
一
一
年
第
一
一
期
。 

（
日
本
語
）(

50
音
順) 

Abu Ridho,  W
ayono M

.

（
亀
井
明
徳
訳
）
一
九
八
三
「The 
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史
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（
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第
二
号
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Ceram
ic Found in TuBAN

, East Java

」『
貿
易
陶
磁
研

究
』
三
。

青
柳
洋
治
一
九
九
二
「‘
交
易
の
時
代
’（
九
〜
一
六
世
紀
）
の
フ
ィ

リ
ピ
ン
―
貿
易
陶
磁
に
基
づ
く
編
年
的
枠
組
―
」『
上
智
ア
ジ

ア
学
』
第
一
〇
号
。

亀
井
明
徳
二
〇
一
〇
『
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ト
ロ
ー
ラ
ン
遺
跡
発
見
陶

瓷
の
研
究
―
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
大
学
東
南
ア
ジ
ア
研
究
室
保
管
資

料
―
』
専
修
大
学
ア
ジ
ア
考
古
学
チ
ー
ム
。

金
沢
陽
二
〇
〇
九
ａ「
陶
片
資
料
紹
介（
８
）　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ト
ゥ

バ
ン
海
域
引
揚
げ
の
元
代
“
樞
府
手
”
白
磁
と
青
花
片
」『
出

光
美
術
館
研
究
紀
要
』
第
七
号
。

金
沢
陽
二
〇
〇
九
ｂ「
陶
片
資
料
紹
介（
９
）　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ト
ゥ

バ
ン
海
域
引
揚
げ
の
青
磁
皿
・
碗
」『
出
光
美
術
館
研
究
紀
要
』

第
一
四
号
。

江
建
新
（
訳
：
徳
留
大
輔
）
二
〇
一
八
「
近
年
の
考
古
出
土
資
料
か

ら
見
た
元
青
花  

磁
器
の
生
産
と
そ
れ
に
関
す
る
諸
問
題
」『
韓

国
陶
磁
研
究
報
告
　
一
一
号
』
大
阪
市
立
東
洋
陶
磁
美
術
館
。

坂
井
隆
・
大
橋
康
二
二
〇
一
四
『
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ト
ロ
ウ
ラ
ン
遺

跡
出
土
の
陶
磁
器
』
モ
ノ
グ
ラ
フ
シ
リ
ー
ズ
、
上
智
大
学
。

佐
々
木
達
夫
二
〇
一
五
「
総
論
　
元
青
花
の
誕
生
と
継
承
」『
中
国

陶
瓷
元
青
花
の
研
究
』
高
志
書
院
。

佐
々
木
花
江
・
佐
々
木
達
夫
二
〇
一
五
「
西
ア
ジ
ア
に
流
通
し
た
元

青
花
」『
中
国
陶
瓷
元
青
花
の
研
究
』
高
志
書
院
。

謝
明
良
二
〇
一
五
「
元
青
花
磁
器
覚
書
」『
中
国
陶
磁
　
元
青
花
の

研
究
』
高
志
書
院
。

田
中
和
彦
二
〇
一
五
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
出
土
の
元
青
花
」『
中
国
陶
磁

　
元
青
花
の
研
究
』
高
志
書
院
。

田
中
克
子
二
〇
〇
八
「
中
国
陶
磁
器
」『
中
世
都
市
　
博
多
を
掘
る
』

海
鳥
社
。

田
中
克
子
二
〇
一
九
「「
博
多
」
に
も
た
ら
さ
れ
た
中
国
陶
磁
器
－

国
内
消
費
地
と
の
比
較
材
料
と
し
て
」『
貿
易
陶
磁
器
と
東
ア

ジ
ア
の
物
流
―
平
泉
・
博
多
・
中
国
―
』
高
志
書
院
。

中
国
硅
酸
塩
学
会
（
日
本
語
監
修
　
佐
藤
雅
彦
・
長
谷
部
学
爾
・
弓

場
紀
知
）
一
九
九
一
『
中
国
陶
磁
史
』
平
凡
社
（
原
著
は
『
中

国
陶
瓷
史
』
一
九
八
二
年
、
文
物
出
版
社
）。

鄭
建
明
（
徳
留
大
輔
訳
）
二
〇
一
九
「
生
産
区
域
の
広
が
り
か
ら
見

る
龍
泉
窯
の
対
外
輸
出
」『
貿
易
陶
磁
器
と
東
ア
ジ
ア
の
物
流

―
平
泉
・
博
多
・
中
国
―
』
高
志
書
院
。

徳
留
大
輔
二
〇
一
六
「
宋
元
時
代
の
福
建
陶
磁
と
東
ア
ジ
ア
」『
韓

国
陶
磁
研
究
報
告
　
第
九
号
』
大
阪
市
立
東
洋
陶
磁
美
術
館

徳
留
大
輔
二
〇
一
九
「
日
本
に
出
土
・
伝
世
す
る
青
白
瓷
梅
瓶
に
関

す
る
一
考
察
」『
出
光
美
術
館
研
究
紀
要
』
第
二
四
号
。

徳
留
大
輔
・
平
原
英
俊
・
桑
静
・
田
上
勇
一
郎
・
栗
建
安
・
羊
澤
林
・

沈
岳
明
・
會
澤
純
雄
二
〇
一
七
「
ポ
ー
タ
ブ
ル
複
合
Ｘ
線
分
析
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陶
磁
器
か
ら
見
た
海
域
ア
ジ
ア
（
徳
留
）

に
よ
る
中
世
前
半
期
の
中
国
産
陶
磁
器
の
産
地
推
定
に
関
す
る

研
究
―
―
福
建
・
浙
江
産
陶
磁
器
の
研
究
を
事
例
に
」『
東
洋

陶
磁
学
会
』
四
八
号
、
東
洋
陶
磁
学
会
。

向
井
亙
二
〇
一
五
「
タ
イ
出
土
の
元
青
花
」『
中
国
陶
磁
　
元
青
花

の
研
究
』
高
志
書
院
。

森
達
也
二
〇
一
三
ａ「
中
国
唐
宋
元
時
代
の
陶
磁
生
産
と
海
外
輸
出
」

『
陶
磁
器
流
通
の
考
古
学
　
日
本
出
土
の
海
外
陶
磁
』
高
志
書

院
。

森
達
也
二
〇
一
三
ｂ
「
日
本
出
土
の
中
国
唐
宋
元
の
陶
磁
」『
陶
磁

器
流
通
の
考
古
学
　
日
本
出
土
の
海
外
陶
磁
』
高
志
書
院
。

森
達
也
二
〇
一
九
「
大
陸
と
列
島
を
つ
な
ぐ
陶
瓷
器
流
通
ル
ー
ト
の

様
相
」『
貿
易
陶
磁
器
と
東
ア
ジ
ア
の
物
流
』
高
志
書
院
。

森
本
朝
子
二
〇
〇
九
「
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
一
四
世
紀
前
後
の
福

建
陶
磁
―
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
マ
レ
ー
シ
ア
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
遺

跡
の
出
土
遺
物
―
」『
一
三
〜
一
四
世
紀
の
琉
球
と
福
建
』
平

成
一
七
〜
二
〇
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究（
Ａ
）（
２
）

研
究
成
果
報
告
書
、
熊
本
大
学
文
学
部
。

栗
建
安
（
放
生
育
王
訳
）
二
〇
〇
八
「
中
国
福
建
地
区
古
代
貿
易
陶

磁
の
生
産
と
輸
出
」『
東
ア
ジ
ア
の
海
と
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
拠

点
　
福
建
―
沈
没
船
、
貿
易
都
市
、
陶
磁
器
、
茶
文
化
』
海
の

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
出
発
点
福
建
展
開
催
実
行
委
員
会
。

（
英
文
）（
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ド
表
記
順
）

A
bu,R

idho &
 E

.E
dw

ards M
ckinnon.1998 T

he Pulau 
B

uaya W
reck Finds from

 Song Period . The Ceram
ic 

Society of Indonesia M
onograph Seried N

o.18.  
John,C

arsw
ell. 2000 B

lue &
 W

hite: C
hinese porcelain 

around the w
orld . British M

useum
 Press:London.

K
w

a,C
h

on
g G

u
an

. 2012 L
ocatin

g S
in

gapore 
on the M

aritim
e S

ilk R
oad: E

vidence from
 

M
arine A

rchaeolgy, N
inth to E

arly N
ineteenth 

C
entury. M

arin
e A

rch
aeology in

 S
ou

th
east 

A
sia. IN

N
O

V
A

T
IO

N
 and A

D
A

PT
A

T
IO

N
. A

sian 
Civilisations M

useum
:Singapore.

M
ichael, F

lecker. 2012 R
ake and P

illage: T
he 

Fate of Shipw
recks in Southeast A

sia. M
arine 

A
rchaeology in S

outheast A
sia. IN

N
O

V
A

T
IO

N
 

and A
D

A
PTA

TIO
N

. A
sian C

ivilisations M
useum

 
:Singapore. 

　

M
ichael, Flecker. 2015 The C

hina-B
orneo C

eram
ics 

Trade A
round the 13th C

entury: The Story of Tw
o 

W
recks. Ancient Silk Trade R

outes . W
orld Scientific 

Publishing Co. Pte. Ltd.
Sum

arah A
dhyatm

an.1981 K
eram

il K
una yang 
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史
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（
第
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巻
第
二
号
）

ditem
ukan di Indonesia. Antique C

eram
ic found in 

Indonesia, V
arious U

ses and O
rigns . The C

eram
ic 

Society of Indonesia.
Tan,Rita C. 2017 Fujian W

are Found in the Philippines 
Song-Yuan Period,11th-14th Century. South China 
Sea before the age of com

m
erce. F

ujian w
are 

found in the Philippines : Song-Yuan period, 11th-
14th century . The O

riental C
eram

ic Society of the 
Philippines.

Purissim
a B

enitez-Johannot. 2017 South C
hina Sea 

before the age of com
m

erce. Fujian w
are found 

in the Philippines: Song-Y
uan period, 11th-14th 

century . T
he O

riental C
eram

ic Society of the 
Philippines.

　
　

註（１
）  

こ
の
問
題
に
関
し
て
は
至
正
様
式
の
成
立
期
を
い
つ
の
段
階
に
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
議
論
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
謝

明
良
氏
が
詳
細
を
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
参
考
い
た
だ
き
た
い（
謝

二
〇
一
五
、
六
〇ｰ

六
一
頁
）。

（
２
）
出
光
美
術
館
で
所
蔵
す
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ル
ソ
ン
島
の
プ
エ
ル
ト

で
採
集
さ
れ
た
中
国
陶
磁
に
は
龍
泉
窯
青
磁
、
晋
江
磁
竈
窯
の
褐
釉

陶
、
泉
州
東
門
窯
の
青
磁
、
莆
田
窯（
あ
る
い
は
連
江
窯
）
産
の
粗
製

の
白
磁
な
ど
が
あ
る
。

（
出
光
美
術
館
主
任
学
芸
員
）



－  86  －－  87  －

陶
磁
器
か
ら
見
た
海
域
ア
ジ
ア
（
徳
留
）

通
番

附
図

２
内

番
号

遺
跡

名
地

域
王

朝
名

時
代

種
類

出
典

1
P

u
la

u
 K

a
rim

u
n

　
Shipw

reck（
西

村
寥

内
）

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

カ
リ

ム
ン

諸
島

（
北

宋
）

11
世

紀
中

頃
〜

後
半

広
州

西
村

窯
な

ど
（

青
白

磁
、

青
灰

釉
、

醤
釉

）
①

R
oberto, G

ardellin,2013. Shipw
recks around Indonesia. T

he O
riental C

eram
ic Soceity N

ew
sletter. 

N
o.21.p.p..15-19.②

劉
未

2016「
中

国
東

南
沿

海
及

東
南

地
区

沈
船

所
見

宋
元

貿
易

陶
瓷

」『
考

古
与

文
物

』2016年
第

6期
、

65
−

75
頁

。

2
B

elitung2 Shipw
reck（

西
村

勿
里

洞
）

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

B
elitung

諸
島

11
世

紀
中

頃
〜

後
半

福
建

産
（

青
白

磁
）、

広
東

西
村

窯
（

青
灰

釉
、

醤
釉

）
な

ど
①

R
oberto,G

ardellin,2013. Shipw
recks around Indonesia. T

he O
riental C

eram
ic Soceity N

ew
sletter. 

N
o.21. p.p..15-19.②

劉
未

2016「
中

国
東

南
沿

海
及

東
南

地
区

沈
船

所
見

宋
元

貿
易

陶
瓷

」『
考

古
与

文
物

』
2016

年
第

6
期

、
65

−
75

頁
。

3

A
llaipiddy

ス
リ

ラ
ン

カ
北

方
省

ジ
ャ

フ
ナ

半
島

（
北

宋
後

期
）

11
世

紀
後

半
〜

12
世

紀
初

頭
広

州
西

村
窯

、
潮

州
筆

架
山

、
福

建
産

（
青

白
磁

、
青

灰
釉

、
醤

釉
な

ど
）

が
主

。
景

徳
鎮

青
白

磁
、

耀
州

窯
青

磁
な

ど
も

①
C

arsw
ell,John,1977-1978. C

hina and Islam
: A

 Survey of the C
oast on India and C

eylon, T
ransactions of the 

O
riental C

eram
ic Society, 42:25-68. ②

C
arsw

ell,John, 1985. C
hinese ceram

ics from
 A

llaippidy in Sri Lanka, 
in Peter T

.K
. Lam

 et al., A
 C

eram
ic Legacy of A

sian's M
aritim

e T
rade. K

uala Lum
pur: Southeast A

sian 
C

eram
ic Soceity(W

est M
alyaysia C

hapter)
＆

 O
xford U

niversity Press, pp.31-47. 
③

C
arsw

ell,John, 2000. 
B

lue &
 W

hite: C
hinese porcelain around the w

orld, p.168-171.④
劉

未
2016「

中
国

東
南

沿
海

及
東

南
地

区
沈

船
所

見
宋

元
貿

易
陶

瓷
」『

考
古

与
文

物
』

2016
年

第
6

期
、

65
−

75
頁

。

4
P

ulau B
uaya Shipw

reck
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
リ

ア
ウ

諸
島

北
宋

末
〜

南
宋

初
11

世
紀

後
半

〜
12

世
紀

前
半

広
州

西
村

窯
、

龍
泉

窯
或

い
は

福
建

松
渓

窯
’（

青
磁

）、
景

徳
鎮

窯
、広

東
・

福
建

産
（

潮
州

筆
架

山
、漳

平
永

楽
窯

、
漳

浦
羅

宛
井

窯
、

徳
化

窯
）

な
ど

の
青

白
磁

・
白

磁
、

広
州

西
村

窯
、佛

山
奇

石
窯

、福
建

晋
江

磁
竃

窯
な

ど（
醤

釉
）

①
A

bu,R
idho &

 E
.E

dw
ards M

ckinnon,1998. T
he P

ulau B
uaya W

reck F
inds from

 Song P
eriod. T

he 
C

eram
ic Society of Indonesia M

onograph Seried N
o.18.  ②

 R
oxanna B

row
n,2004. H

istory of shipw
reck 

excavation in Southeast A
sia. 

③
 http://nsc.iseas.edu.sg/docum

ents/belitung/T
he%

20B
elitung%

20
W

reck/02_brow
n_040to055.pdf  

5
①

大
練

島
西

南
嶼

水
下

文
物

点
中

国
　

福
建

省
平

潭
（

北
宋

末
〜

）
南

宋
初

11
世

紀
後

半
〜

12
世

紀
前

半
龍

泉
窯

青
磁

国
家

文
物

局
水

下
文

化
遺

産
保

護
中

心
・

中
国

国
家

博
物

館
・

福
建

博
物

院
・

福
州

市
文

物
考

古
工

作
隊

2017 『
福

建
沿

海
水

下
考

古
調

査
報

告
（

1989
〜

2010）』
文

物
出

版
社

。

6
⑱

華
光

礁
一

号
沈

船
中

国
　

海
南

省
西

沙
群

島
南

宋
前

期
12

世
紀

頃
徳

化
窯

（
青

白
磁

、
白

磁
）、

南
安

（
青

磁
）、

晋
江

磁
竃

窯
（

醤
釉

、
鉛

釉
）、

倣
龍

泉
窯

青
磁

、
黒

釉
碗

（
天

目
）、

龍
泉

窯
青

磁
や

景
徳

鎮
窯

青
白

磁

①
中

国
国

家
博

物
館

水
下

考
古

研
究

中
心

・
海

南
省

文
物

保
護

管
理

弁
口

室
編

著
2006『

西
沙

水
下

考
古

（
1998

〜
1999）』

科
学

出
版

社
。

②
湖

南
省

博
物

館
編

2011『
大

海
的

方
向

　
華

光
礁

Ⅰ
号

沈
船

特
展

』
鳳

凰
出

版
社

。

7
⑤

北
土

亀
礁

一
号

沈
船

中
国

福
建

省
莆

田
南

宋
12

〜
13

世
紀

櫛
描

文
青

磁
国

家
文

物
局

水
下

文
化

遺
産

保
護

中
心

・
中

国
国

家
博

物
館

・
福

建
博

物
院

・
福

州
市

文
物

考
古

工
作

隊
2017『

福
建

沿
海

水
下

考
古

調
査

報
告

（
1989

〜
2010）』

文
物

出
版

社
。

8

Jav
a S

ea S
h

ip
w

reck 
（

ジ
ャ

ワ
海

沈
船

）
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
ジ

ャ
ワ

海
西

側
（

南
宋

前
期

）
1160

年
頃

〜
１

277
景

徳
鎮

窯
（

青
白

磁
）、

龍
泉

窯
（

青
磁

）、
福

建
閩

清
窯

、
徳

化
窯

（
青

白
磁

、
白

磁
）、

莆
田

窯
、

東
張

窯
、

松
渓

窯
、

南
安

窯
（

青
磁

）、
磁

竃
窯

（
醤

釉
）、

武
夷

山
五

渡
橋

、
福

清
東

張
窯

（
白

地
褐

彩
）、

福
建

産
「

建
寧

府
」

銘
陶

器
な

ど

①
W

illiam
 M

. M
athers &

 M
ichael F

lecker eds,1997. A
rchaelogicial R

eport: A
rchaelogocial R

ecovery of 
the Java Sea W

reck. A
nanapolis: P

acific E
as R

esources.  ②
M

ichael F
lecker,2003. T

he T
hirteen-C

entruy 
Java Sea W

reck: A
 C

hinese C
argo in an Indonesian Ship. T

he M
ariner's M

irror, V
ol.89-4,p.p388-404.  

③
M

ichael F
lecker,2005-2006. R

escure E
xcavtion the Java Srea W

reck. H
eritage A

sia,2005-2006(3-2). 
p.p.25-29. ④

  劉
未

2016「
中

国
東

南
沿

海
及

東
南

地
区

沈
船

所
見

宋
元

貿
易

陶
瓷

」『
考

古
与

文
物

』
2016

年
第

6
期

、
65

−
75

頁
。

⑤
https://w

w
w

.fieldm
useum

.org/about/press/shipw
reck-and-800-year-old-m

ade-china-label-
reveal-lost-history　

9
B

reaker R
eef junk 

フ
ィ

リ
ピ

ン
パ

ラ
ワ

ン
（

P
alaw

an）
島

西
南

部

（
南

宋
前

期
）

1200-1299
福

建
産

陶
磁

が
主

体
。徳

化
窯

、閩
清

窯（
白

磁
、青

白
磁

）、
南

安
窯（

青
磁

）、
磁

竃
窯（

醤
釉

）、
黒

釉
の

ほ
か

、
広

東
や

景
徳

鎮（
青

白
磁

）
少

量
。

徳
化

窯
盒

の
底

裏「
建

寧
府

王
承

務
宅

工
夫

」
印

花
銘

①
M

arie-F
rance D

upoizat,1995. T
he C

eram
ic C

argo of a Song D
ynasty Junk F

ound in the P
hilippines 

and its Significance in the C
hina-South E

ast T
rade. South E

ast A
sia &

 C
hina: A

rt, Inteaction &
 

C
om

m
erce. L

ondon: P
ercival D

avid F
oundation of C

hinse A
rt. p.p. 205-224. ②

劉
未

2016「
中

国
東

南
沿

海
及

東
南

地
区

沈
船

所
見

宋
元

貿
易

陶
瓷

」『
考

古
与

文
物

』
2016

年
第

6
期

、
65

−
75

頁
。

10
⑰

南
海

一
号

沈
船

遺
址

中
国

　
広

東
省

台
山

川
山

群
島

南
宋

中
期

12
世

紀
中

後
半

龍
泉

窯
青

磁
、

景
徳

鎮
窯

、
福

建
諸

窯
な

ど
①

広
東

省
文

物
考

古
研

究
所

編
2011『

2011
年

「
南

海
Ⅰ

号
」

的
考

古
試

掘
』

科
学

出
版

社
。

②
 国

家
文

物
局

水
下

文
化

遺
産

保
護

中
心

・
中

国
国

家
博

物
館

・
福

建
博

物
院

・
福

州
市

文
物

考
古

工
作

隊
2017『

福
建

沿
海

水
下

考
古

調
査

報
告

（
1989

〜
2010）』

文
物

出
版

社
。

11

T
a

n
ju

n
g

 S
im

p
a

n
g 

(M
engayau) w

reck
マ

レ
ー

シ
ア

サ
バ

州
（

Sabah）
北

西
南

宋
中

期
12世

紀
　

あ
る

い
は

　
1050-1100

徳
化

窯
、

閩
清

窯
（

白
磁

、
青

白
磁

）、
南

安
窯

（
青

磁
）、

晋
江

磁
竃

窯
（

醤
釉

）、
広

東
産

？
な

ど
①

K
w

a C
hong G

uan,2012.  L
ocating Singapore on the M

aritim
e Silk R

oad: E
vidence from

 M
arine 

A
rchaeolgy, N

inth to E
arly N

ineteenth C
entury.  M

arine A
rchaeology in Southeast A

sia. IN
N

O
V

A
T

IO
N

 
and A

D
A

PT
A

T
IO

N
. A

sian C
ivilisations M

useum
, p.p.31-33. 

②
M

ichael  Flecker,2012. R
ake and Pillage: 

T
he F

ate of Shipw
recks in Southeast A

sia  M
arine A

rchaeology in Southeast A
sia. IN

N
O

V
A

T
IO

N
 and 

A
D

A
PT

A
T

IO
N

. A
sian C

ivilisations M
useum

. pp.73-74. 2012. Singapore.③
.劉

未
2016「

中
国

東
南

沿
海

及
東

南
地

区
沈

船
所

見
宋

元
貿

易
陶

瓷
」『

考
古

与
文

物
』

2016
年

第
6

期
、

65
−

75
頁

。

12
Ｊ

ｅ
ｐ

ａ
ｒ

ａ
　

Ｓ
ｈ

ｉ
ｐ

ｗ
ｒ

ｅ
ｃ

ｋ
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
中

部
ジ

ャ
ワ

州
西

北
南

宋
中

後
期

12
世

紀
中

後
半

徳
化

窯
（

青
白

磁
）、

閩
清

窯
、

連
江

浦
口

窯
、

莆
田

荘
辺

窯
（

白
磁

、
青

磁
）、

福
建

産
青

磁
、

晋
江

磁
竃

窯
（

醤
釉

）、
龍

泉
窯

な
ど

①
A

tm
a D

juana, E
dm

und E
dw

ards M
ckinnon.2005「

T
he Jepara W

reck.」 （
鄭

培
凱

主
編

）『
十

二
至

十
五

世
紀

中
国

外
鎖

陶
瓷

与
海

外
貿

易
国

際
研

討
会

議
論

文
集

』
香

港
、

中
華

書
局

、
126

−
142

頁
。

②
劉

未
2016「

中
国

東
南

沿
海

及
東

南
地

区
沈

船
所

見
宋

元
貿

易
陶

瓷
」『

考
古

与
文

物
』

2016
年

第
6

期
、

65
−

75
頁

。

13
Investigator Shoal

南
沙

群
島

/
In

v
e

stig
a

to
r 

Shoal

南
宋

中
後

期
12

世
紀

中
後

半
徳

化
窯

（
青

白
磁

）、
閩

清
窯

な
ど

（
白

磁
、

青
磁

）、
晋

江
磁

竃
窯

（
醤

釉
）、

龍
泉

窯
青

磁
な

ど
①

Frank G
oddio, 1997. W

eisses G
olde. G

otttingen: Steidl V
erlag.  p.p69-77. 

②
 M

arie-France D
upoizat, 

2007. T
he Investigator Shipw

reck. Sym
posium

 on the C
hinese E

xport C
eram

ics T
rade in Southeast A

sia. 
Singapore: A

sia R
esearch Institute, N

ational U
niversity of Singapore, 12-14 M

arch 2007. 　
③

劉
未

2016「
中

国
東

南
沿

海
及

東
南

地
区

沈
船

所
見

宋
元

貿
易

陶
瓷

」『
考

古
与

文
物

』
2016

年
第

6
期

、
65

−
75

頁
。
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San A

ntonio w
reck

フ
ィ

リ
ピ

ン
ル

ソ
ン

島
西

南
ザ

ン
バ

レ
ス

（
Zam

bales）
州

南
宋

後
期

13
世

紀
前

半
南

安
窯

な
ど

（
青

磁
）、

晋
江

磁
竃

窯
（

醤
釉

）、
景

徳
鎮

窯
青

白
磁

、
龍

泉
窯

青
磁

（
蓮

弁
文

碗
）

な
ど

①
P

aul C
lark, E

durado C
onese &

 N
orm

an N
icolas, Jerem

y G
reeen.1989. P

ilippinese A
rchaeokogical Site 

Survey, F
ebruary 1988. T

he International Journal of N
autical A

rchaeology and U
nderw

ater E
xploration. 

1989(18-3).p.p255-262.  ②
R

oxanna B
row

n, 'H
istory of shipw

reck excavation in Southeast A
sia', 2004. ③

劉
未

2016「
中

国
東

南
沿

海
及

東
南

地
区

沈
船

所
見

宋
元

貿
易

陶
瓷

」『
考

古
与

文
物

』
2016

年
第

6
期

、
65

−
75

頁
。

15
⑫

後
渚

港
沈

船
中

国
泉

州
南

宋
末

期
1271

年
頃

あ
る

い
は

や
や

後
徳

化
窯

（
青

白
磁

）、福
建

諸
窯

、連
江

浦
口

・
莆

田
窯

（
青

磁
、

白
磁

）、
龍

泉
窯

青
磁

（
蓮

弁
文

碗
）、

櫛
描

文
青

磁
、

晋
江

磁
竃

窯
、

江
蘇

宜
興

窯
、

浙
江

諸
窯

（
醤

釉
）

な
ど

福
建

省
泉

州
海

外
交

通
史

博
物

館
編

1987『
泉

州
湾

宋
代

海
船

発
掘

与
研

究
』

海
洋

出
版

社
。

16
Y

apahuw
a 

ス
リ

ラ
ン

カ
1284

龍
泉

窯
青

磁
（

蓮
弁

文
碗

）、
福

建
口

禿
青

白
磁

①
John C

arsw
ell, B

lue &
 W

hite: C
hinese porcelain around the w

orld, p.63, citing C
arsw

ell, 'C
hina &

 
Islam

 in the M
aldive islands', T

ransactions of the O
riental C

eram
ic Society, L

ondon, 1978, p.128②
劉

未
2016「

中
国

東
南

沿
海

及
東

南
地

区
沈

船
所

見
宋

元
貿

易
陶

瓷
」『

考
古

与
文

物
』2016年

第
6期

、65−
75頁

。

附
表
　
宋
元
時
代
の
沈
船
一
覧
表



－  86  －－  87  －

史
苑
（
第
七
九
巻
第
二
号
）

17
⑥

北
日

岩
一

号
水

下
文

物
点

中
国

福
建

省
莆

田
南

宋
12〜

13世
紀

景
徳

鎮
窯

青
白

磁
国

家
文

物
局

水
下

文
化

遺
産

保
護

中
心

・
中

国
国

家
博

物
館

・
福

建
博

物
院

・
福

州
市

文
物

考
古

工
作

隊
2017『

福
建

沿
海

水
下

考
古

調
査

報
告

（
1989

〜
2010）』

文
物

出
版

社
。

18
⑬

半
洋

礁
一

号
沈

船
中

国
福

建
省

南
宋

後
期

〜
元

前
期

13
世

紀
後

半
〜

14
世

紀
初

頭
閩

侯
窯

・
福

清
東

張
窯

（
黒

釉
陶

）、
将

楽
南

口
窯

（
青

白
磁

）、
莆

田
霊

川
窯

、
荘

辺
窯

（
白

磁
、

青
磁

）
国

家
文

物
局

水
下

文
化

遺
産

保
護

中
心

・
中

国
国

家
博

物
館

・
福

建
博

物
院

・
福

州
市

文
物

考
古

工
作

隊
2017『

福
建

沿
海

水
下

考
古

調
査

報
告

（
1989

〜
2010）』

文
物

出
版

社
。

19
④

小
練

島
東

礁
村

水
下

文
物

点
中

国
　

福
建

省
平

潭
（

南
宋

末
〜

）
元

13〜
14世

紀
龍

泉
窯

青
磁

、莆
田

荘
辺

窯（
青

磁
）、建

窯（
青

白
磁

）、連
江

浦
口

窯（
白

磁
）、景

徳
鎮

窯
青

白
磁

国
家

文
物

局
水

下
文

化
遺

産
保

護
中

心
・

中
国

国
家

博
物

館
・

福
建

博
物

院
・

福
州

市
文

物
考

古
工

作
隊

2017『
福

建
沿

海
水

下
考

古
調

査
報

告
（

1989
〜

2010）』
文

物
出

版
社

。
20

②
白

礁
一

号
沈

船
中

国
福

建
定

海
南

宋
〜

元
13〜

14世
紀

閩
侯

窯
・

福
清

東
張

窯（
黒

釉
）、連

江
浦

口
窯（

白
磁

）
趙

嘉
斌

・
呉

春
明

2011『
福

建
連

江
定

海
湾

　
沈

船
考

古
』

科
学

出
版

社
。

21
⑧

文
甲

大
嶼

水
下

文
物

点
中

国
　

福
建

省
莆

田
元

13〜
14世

紀
連

江
浦

口
窯

（
ま

た
は

莆
田

荘
辺

窯
）

白
磁

、
景

徳
鎮

窯
青

白
磁

国
家

文
物

局
水

下
文

化
遺

産
保

護
中

心
・

中
国

国
家

博
物

館
・

福
建

博
物

院
・

福
州

市
文

物
考

古
工

作
隊

2017『
福

建
沿

海
水

下
考

古
調

査
報

告
（

1989
〜

2010）』
文

物
出

版
社

。

22
⑨

北
土

亀
礁

二
号

水
下

文
物

点
中

国
　

福
建

省
莆

田
元

13〜
14世

紀
連

江
浦

口
窯

（
ま

た
は

莆
田

荘
辺

窯
）

白
磁

国
家

文
物

局
水

下
文

化
遺

産
保

護
中

心
・

中
国

国
家

博
物

館
・

福
建

博
物

院
・

福
州

市
文

物
考

古
工

作
隊

2017『
福

建
沿

海
水

下
考

古
調

査
報

告
（

1989
〜

2010）』
文

物
出

版
社

。

23
新

安
沈

船
韓

国
全

羅
南

道
新

安
那

智
島
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期
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龍
泉

窯
青

磁
、

福
建

産
陶

磁
、

景
徳

鎮
青

白
磁

、
吉

州
窯

、
金

華
鉄

店
窯

、
磁

州
窯
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ど

①
文

化
部
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化
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管
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Ⅰ
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②
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Ⅱ
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③
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報
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文
化

財
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理
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新

安
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料
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④
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中
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D
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O

V
E

R
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R
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（

展
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中
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半
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磁
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、
小

壺
）、

磁
竃

窯
（

水
注

、
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O
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A
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IO

N
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D
A

P
T

A
T
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N
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劉
未
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中

国
東

南
沿

海
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東
南
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区
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船
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見

宋
元

貿
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瓷
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考

古
与

文
物
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年
第

6
期

、
65
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75

頁
。
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龍
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窯

青
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nderw
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A
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D
A
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①
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＆
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②
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ed Sea and off Sri L
anka, T

aoci R
evue A

nnuelle de la Societe F
rancaise d'E

tuide de la 
C

eram
ique O
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劉

未
2016「
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国

東
南

沿
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南
地

区
沈
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宋
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瓷
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文
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年
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6

期
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65
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75
頁
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国
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期
14世
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龍
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青

磁
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田

荘
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（
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磁

、
青

磁
）、

晋
江

磁
竈

窯
（

醤
釉

）、
景

徳
鎮

窯
青

白
磁

国
家

文
物

局
水

下
文

化
遺

産
保

護
中
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・

中
国

国
家

博
物

館
・

福
建

博
物

院
・

福
州

市
文

物
考

古
工

作
隊
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福

建
沿

海
水

下
考

古
調

査
報
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（
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〜
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文

物
出
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船
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国
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建
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漳

浦
元

中
後

期
14世

紀
前
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龍
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窯
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収
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簡
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〜
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館
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遺
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物
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・
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〜
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瓷
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晋
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①
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磁
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